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嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
の
基
礎
的
考
察
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山
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【
要
約
】
　
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
末
に
か
け
て
、
湖
広
を
申
心
と
す
る
先
進
開
発
地
域
か
ら
は
大
量
の
移
住
民
が
析
出
さ
れ
、
四
川
・
湖
北
・
陳
西

境
界
地
区
（
所
謂
「
三
省
交
界
地
帯
」
）
へ
と
流
入
し
た
。
一
七
九
六
年
（
嘉
慶
元
年
）
、
こ
の
地
域
で
は
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
が
勃
発
し
た
が
、
反
乱
軍
の

出
自
は
移
住
民
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
課
題
は
、
第
一
に
移
住
民
社
会
が
あ
る
秩
序
へ
と
収
束
さ
れ
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

第
二
に
そ
の
過
程
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
矛
盾
－
即
ち
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
を
用
意
し
た
社
会
条
件
を
見
極
め
る
こ
と
に
あ
る
。

　
移
住
民
の
取
り
結
ぶ
社
会
関
係
は
、
同
郷
結
合
か
ら
同
族
結
合
へ
と
帰
結
し
、
次
第
に
聚
居
形
態
を
伴
う
同
族
集
闘
が
誕
生
す
る
。
乾
隆
年
間
昼
頃
ま

で
に
こ
の
中
か
ら
、
平
野
部
に
お
け
る
大
土
地
所
有
・
流
通
ル
ー
ト
の
独
占
を
実
現
す
る
移
住
民
地
主
が
出
現
し
た
。
彼
ら
は
同
族
結
合
を
「
宗
族
」
組

織
と
し
て
固
定
せ
し
め
る
方
向
を
目
指
し
た
が
、
一
方
、
山
間
部
の
被
圧
追
集
団
は
、
そ
の
族
的
結
合
自
体
さ
え
危
機
に
瀕
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

同
族
集
団
間
の
分
極
化
が
、
嘉
慶
元
年
に
お
け
る
大
規
模
な
社
会
変
動
の
伏
線
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
九
巻
六
号
　
一
九
八
六
年
［
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

「
移
住
」
…
そ
れ
は
中
国
史
上
に
あ
っ
て
、
開
発
の
進
展
、
或
い
は
戦
乱
に
よ
る
一
地
方
荒
廃
の
つ
ど
幾
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
現
象

と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
清
代
に
至
り
、
こ
の
現
象
は
と
り
わ
け
重
大
な
社
会
問
題
と
し
て
再
び
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
清
士
以
来
、

人
口
圧
力
に
悩
ま
さ
れ
る
先
進
開
発
地
区
か
ら
周
縁
（
未
開
発
地
区
）
へ
と
向
か
う
移
住
民
の
流
れ
は
途
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
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①

い
よ
い
よ
巨
大
な
う
ね
り
と
な
っ
て
継
続
さ
れ
た
。
我
々
は
「
移
住
」
と
い
う
現
象
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
誘
引
さ
れ
る
社
会
変
動
と
と
も
に
清

代
社
会
の
基
層
を
形
成
す
る
底
流
と
し
て
存
在
し
続
け
た
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
末
に
か
け
て
四
川
・
湖
北
・
陳
西
三
省
交
界
地
帯
の
山
岳
地
区
へ
も
大
量
の
移
住
民
が
流
入
し
て
い
る
。
後
に
こ

の
地
方
で
は
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
が
勃
発
す
る
が
、
反
乱
軍
構
成
員
の
大
部
分
は
移
住
民
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
の
課
題
と
す
る
所
は
、
第
一
に
当
該
地
区
に
お
け
る
移
住
民
が
如
何
な
る
社
会
関
係
を
取
り
結
び
、
且
つ
そ
れ
ら
の
社
会
関
係
の
総
体

と
し
て
如
何
な
る
秩
序
意
識
に
貫
か
れ
た
地
域
祉
会
が
形
成
さ
れ
て
い
く
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
移
住
民
は
彼
ら
の
生
活
と
利
益
を
保
証
し
得

る
共
同
性
を
模
索
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
く
だ
ろ
う
。
移
住
民
を
受
け
入
れ
た
地
域
社
会
は
、
移
住
民
の
取
り
結
ぶ
社

会
関
係
を
統
合
し
、
新
し
い
秩
序
体
系
へ
収
束
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
移
住
民
の
定
住
と
は
、
彼
ら
の
取
り
結
ぶ
社
会
関
係
が

地
域
社
会
を
構
築
す
る
秩
序
の
一
環
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
く
過
程
－
地
域
社
会
の
再
編
一
を
伴
う
の
で
あ
る
。

　
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
が
乾
隆
期
の
移
住
民
流
入
と
何
ら
か
の
内
在
的
連
繋
を
持
つ
こ
と
は
疑
い
な
い
。
即
ち
、
移
住
民
流
入
の
あ
と
を
受
け
、

彼
ら
が
取
り
結
ん
だ
諸
社
会
関
係
を
包
摂
し
つ
つ
新
た
な
秩
序
へ
向
け
て
地
域
社
会
が
再
編
さ
れ
た
際
、
そ
の
渦
中
で
何
ら
か
の
矛
盾
が
胚
胎

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
の
第
二
の
課
題
は
、
移
住
民
社
会
が
あ
る
固
定
し
た
秩
序
の
も
と
へ
里
謡
さ
れ
て
い
く
過
程
の
中
か
ら
、
嘉
慶

白
蓮
教
反
乱
を
用
意
し
た
社
会
条
件
を
見
出
す
こ
と
に
あ
る
。
移
住
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
清
幽
を
通
し
て
一
般
的
な
現
象
と
し
て
存
在
し
た

し
、
移
住
民
の
流
入
は
彼
ら
を
受
け
入
れ
た
地
域
社
会
に
多
か
れ
少
な
か
れ
必
ず
何
ら
か
の
変
容
を
強
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
嘉
慶
白
蓮
教

反
乱
ほ
ど
大
規
模
な
社
会
変
動
は
、
十
代
中
期
に
お
け
る
他
の
移
住
民
社
会
に
例
を
見
な
い
。
即
ち
、
本
稿
の
第
二
の
課
題
は
、
ω
清
畠
中
期
、

②
三
省
交
界
地
帯
に
お
け
る
移
住
民
社
会
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
さ
て
、
我
が
國
に
お
け
る
本
格
的
な
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
研
究
は
、
鈴
木
中
正
『
清
朝
中
期
史
研
究
』
を
以
て
哺
矢
と
す
る
。
鈴
木
の
著
作
は
、

当
時
の
「
社
会
矛
盾
」
　
　
彼
は
「
過
剰
人
口
」
、
「
地
主
商
人
勢
力
」
及
び
「
官
僚
」
の
圧
迫
と
い
っ
た
三
点
を
挙
げ
る
　
　
故
に
、
四
川
・

陳
西
．
湖
北
三
省
交
界
地
帯
へ
の
人
口
流
入
が
著
し
く
増
幅
さ
れ
た
こ
と
、
反
乱
軍
の
出
自
が
移
住
民
に
あ
る
こ
と
、
を
初
め
て
明
確
に
指
摘
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し
た
。
こ
こ
に
、
「
移
住
」
と
い
う
現
象
を
清
代
中
期
の
社
会
変
動
（
慕
慶
白
繭
教
反
乱
）
に
連
接
す
る
不
可
欠
の
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
視
点
が

据
え
ら
れ
た
。

　
鈴
木
は
、
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
前
夜
に
お
け
る
移
住
民
社
会
の
状
況
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
完
全
な
「
無
政
府
状
態
」
に
あ
っ
た
と
認
め
、
そ
れ
故

に
白
蓮
教
増
殖
の
基
盤
を
提
供
し
た
と
見
る
。
『
清
朝
中
期
史
研
究
』
に
よ
り
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
研
究
の
基
点
は
定
ま
っ
た
。
こ
れ
に
続
く
諸

研
究
は
、
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
は
移
住
民
社
会
の
内
部
か
ら
醸
成
さ
れ
た
と
す
る
鈴
木
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
反
乱
主
体
た
る
「
移
住
民
」
の

存
在
形
態
・
意
識
形
態
と
、
「
白
蓮
教
」
宗
教
思
想
と
を
如
何
に
内
在
的
な
論
理
で
繋
ぐ
か
、
と
い
っ
た
作
業
を
更
に
意
識
的
に
鋭
く
推
し
進

め
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
先
行
す
る
鈴
木
の
研
究
に
学
び
つ
つ
、
そ
の
批
判
的
継
承
を
目
指
し
た
も
の
と
し
て
、
先
ず
安
野
省
三
「
清
代
の
農
民
反
乱
」
を
取
り
あ
げ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
安
野
は
、
鈴
木
が
移
住
の
第
一
の
原
因
と
し
て
取
り
上
げ
た
相
対
的
過
剰
人
口
論
に
対
し
、
「
相
対
的
に
人
口
が
過
捌
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
」
「
劣
悪
な
経
済
条
件
の
山
間
部
へ
お
の
ず
と
必
至
が
移
住
し
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
呈
し
、
移
住
を

「
反
動
体
制
に
対
す
る
農
民
の
拒
否
反
応
」
と
し
て
積
極
的
な
評
価
を
試
み
た
。
従
っ
て
安
野
に
よ
れ
ぽ
、
移
住
は
国
家
権
力
の
存
立
基
盤
で

あ
る
共
同
体
的
村
落
結
合
か
ら
の
離
脱
に
他
な
ら
ず
、
彼
ら
移
住
民
は
、
「
宗
族
的
・
地
縁
的
結
合
」
を
拒
否
し
て
山
内
に
散
居
す
る
と
認
識

さ
れ
た
。
安
野
は
、
こ
う
し
た
移
住
民
の
存
在
と
意
識
が
、
「
共
同
体
的
な
地
縁
社
会
や
専
制
鷺
主
思
の
補
完
物
の
ご
と
き
中
央
集
権
国
家
と
、

真
向
か
ら
対
決
す
る
」
白
蓮
教
の
思
想
に
共
鳴
し
て
い
く
素
地
で
あ
る
と
考
え
た
。

　
さ
て
、
鈴
木
・
安
野
両
属
が
移
住
地
に
お
け
る
社
会
経
済
的
条
件
の
検
討
を
通
し
て
、
反
乱
主
体
の
姿
を
見
極
め
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

所
謂
「
文
化
価
値
的
概
念
」
に
基
づ
い
て
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
の
と
ら
え
直
し
を
計
っ
た
の
が
、
小
林
一
美
の
一
連
の
論
放
で
あ
っ
た
。
小
林
は
、

嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
を
「
構
造
筆
勢
性
」
の
反
乱
と
し
て
総
括
す
る
が
、
「
構
造
的
負
性
」
な
る
概
念
に
つ
い
て
要
約
、
紹
介
す
れ
ば
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
な
る
。
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
に
参
加
し
た
反
乱
主
体
は
、
ω
そ
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
言
え
ば
、
共
同
体
か
ら
排
除
さ
れ
た
「
被
差
別
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（
負
の
存
在
）
で
あ
り
、
②
彼
ら
の
意
識
は
、
体
制
的
価
値
観
の
底
辺
に
沈
殿
す
る
清
酒
の
世
界
（
負
の
世
界
）
に
導
か
れ
つ
つ
「
白
蓮
教
」
の
世
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界
へ
呑
み
込
ま
れ
て
い
く
。

　
小
林
は
、
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
前
夜
の
移
住
民
社
会
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
構
造
的
負
者
」
（
根
無
し
草
と
し
て
の
移
住
民
）
は
「
村

落
外
に
独
自
の
社
会
を
形
成
し
、
そ
れ
を
仮
性
共
同
体
」
と
な
す
、
と
。
即
ち
、
小
林
は
三
省
交
界
地
帯
の
社
会
状
況
を
、
「
村
落
共
同
体
」

（
定
住
者
の
社
会
）
と
、
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
た
「
負
者
」
（
移
住
民
を
含
む
被
差
別
者
）
が
形
成
し
て
い
く
独
霞
の
「
仮
性
共
同
体
」
へ
と
収
敏
さ
れ

て
い
く
分
極
構
造
と
し
て
想
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
の
目
的
は
三
省
交
界
地
帯
に
お
け
る
移
住
民
社
会
の
実
態
を
検
討
し
、
併
せ
て
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
を
用
意

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
た
社
会
条
件
が
如
何
に
し
て
生
じ
た
か
を
探
る
に
止
ま
る
。
従
っ
て
反
乱
へ
と
起
ち
上
が
っ
た
主
体
自
体
の
検
討
、
及
び
白
蓮
教
宗
教
思
想

の
検
討
は
後
臼
に
譲
ら
ざ
る
を
得
ず
、
本
稿
は
上
記
諸
氏
の
春
画
と
直
接
切
り
結
ぶ
地
平
に
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
三
氏
の
論
に
は

あ
る
共
通
し
た
問
題
が
存
す
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
私
見
に
よ
れ
ぽ
、
三
豊
は
と
も
に
「
移
住
」
と
し
て

現
象
す
る
生
活
の
一
形
態
と
、
白
蓮
教
宗
教
思
想
を
繋
ぐ
こ
と
に
性
急
で
あ
り
過
ぎ
た
。
即
ち
、
「
共
同
体
」
身
上
関
係
か
ら
切
断
さ
れ
た
根

無
し
草
的
存
在
と
し
て
の
「
移
住
民
」
（
確
か
に
そ
う
し
た
一
面
は
否
定
し
難
い
が
）
に
着
目
し
た
結
果
、
「
定
住
」
一
地
域
社
会
形
成
史
へ
の
視
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

が
欠
落
し
た
の
で
あ
る
。
移
住
民
の
析
出
か
ら
定
着
へ
の
過
程
は
、
土
地
獲
得
へ
の
欲
求
を
動
機
と
し
て
推
進
さ
れ
る
。
従
っ
て
彼
ら
は
も
し

そ
の
欲
求
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
「
定
住
」
を
完
結
さ
せ
、
且
つ
彼
ら
の
生
存
を
保
障
す
る
共
同
性
の
確
保
へ
と
向
か
う
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
乾
隆
末
頃
、
三
省
交
界
地
帯
山
内
へ
流
入
し
た
移
住
民
は
数
百
万
人
に
の
ぼ
る
と
も
言
わ
れ
、
当
該
地
区
に
お
い
て
用
意
さ
れ
て
い
た
土
地

開
墾
・
商
業
交
易
の
利
益
で
は
、
既
に
彼
ら
全
て
を
扶
養
す
る
に
は
足
り
な
く
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
移
住
民
の
取
り
結
ぶ
共
同
体
的
関
係
の
範
囲
は
無
際
限
に
拡
大
さ
れ
は
し
な
い
。
自
ら
の
生
活
と
利
益
を
守
る
た
め
に
仲
間
う
ち

の
互
助
を
緊
密
に
す
る
一
方
、
そ
れ
以
外
の
者
に
は
厳
し
く
排
他
的
な
集
団
と
し
て
完
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
を
醸
成
し
た

諸
要
因
は
、
移
住
か
ら
定
住
へ
と
向
か
う
潮
流
の
さ
な
か
に
－
即
ち
、
上
記
の
よ
う
な
移
住
民
社
会
展
開
の
過
程
に
お
い
て
出
現
す
る
だ
ろ

・
つ
。
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移
住
民
の
属
性
は
、
一
面
で
は
「
流
浪
」
と
し
て
現
象
す
る
が
、
一
面
で
は
強
い
「
定
住
」
（
土
地
獲
得
の
欲
求
）
へ
の
志
向
を
抱
き
続
け
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
移
住
民
の
存
在
・
意
識
が
、
白
蓮
教
に
と
っ
て
何
ら
か
の
親
和
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
も
の
の
、
そ

こ
か
ら
直
ち
に
邪
教
一
反
乱
へ
と
繋
が
る
道
が
現
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
繰
り
返
す
よ
う
に
、
嘉
慶
自
蓮
教
反
乱
は
、
移
住
か
ら
定
住
へ
の

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
胚
胎
さ
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
は
、
「
定
住
」
を
目
指
し
て
孜
孜
た
る
努
力
を
続
け
た
一
群
の
移
住
民

が
、
秩
序
（
定
往
者
の
社
会
体
制
）
を
希
求
し
つ
つ
裏
切
ら
れ
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
。

①
近
年
こ
の
方
爾
に
つ
い
て
は
優
れ
た
研
究
が
現
れ
て
い
る
。
瀬
川
昌
久
「
村
の

　
か
た
ち
」
（
『
民
族
学
研
究
』
四
七
i
一
、
一
九
八
二
）
、
上
田
信
「
地
域
の
履
歴
」

　
（
『
社
会
経
済
史
学
』
四
九
一
二
、
一
九
八
三
）
、
「
地
域
と
宗
族
」
（
『
東
洋
文
化
研

　
究
所
紀
要
』
九
四
、
　
一
九
八
四
）
、
北
田
英
人
「
中
国
太
湖
周
辺
の
『
鳩
』
と
定

　
住
」
（
『
史
朋
』
一
七
、
　
一
九
八
四
）
、
夏
井
春
喜
「
太
平
天
国
後
の
漸
西
に
お
け

　
る
客
止
の
問
題
に
つ
い
て
」
（
『
近
き
に
在
り
て
』
九
、
一
九
八
六
）
。
な
お
、
明

　
代
に
お
け
る
三
省
交
界
地
帯
へ
の
移
住
に
触
れ
た
も
の
に
、
横
田
整
三
「
明
代
に

　
お
け
る
戸
口
の
移
動
現
象
に
つ
い
て
、
上
」
（
『
東
洋
学
報
』
二
六
－
一
、
　
一
九
三

　
八
）
、
谷
口
規
矩
雄
「
明
代
中
期
山
颪
地
帯
農
民
反
乱
の
一
面
」
（
『
研
究
隔
三
五
、

　
一
九
六
五
）
、
大
沢
顕
浩
「
明
末
宗
教
的
反
乱
の
～
考
察
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
四

　
四
一
一
、
一
九
八
五
）
等
が
あ
る
。

②
　
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
五
二
。
現
在
、
燦
原
誤
店
よ
り
再
出
版
。

③
　
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
一
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
。

④
　
　
「
構
造
的
負
性
の
反
乱
」
（
『
歴
史
学
の
再
建
に
向
け
て
』
四
、
　
一
九
七
九
）
、

　
「
中
国
白
蓮
教
反
乱
に
お
け
る
帝
王
と
聖
母
」
（
『
歴
史
学
の
再
建
に
向
け
て
』
五
、

　
一
九
入
○
）
、
「
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
の
性
格
」
（
『
中
鳩
敏
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
上
、

　
汲
古
書
院
、
　
九
七
九
）
、
「
斉
王
氏
の
反
乱
」
（
『
続
中
蟹
民
衆
反
乱
の
境
界
』
汲

　
古
書
院
、
一
九
八
三
）
。

⑤
近
年
中
国
に
お
い
て
進
め
ら
れ
た
蝋
案
史
料
整
理
の
結
果
、
ω
反
乱
軍
の
教
派
、

　
②
主
な
反
乱
指
導
者
の
人
脈
、
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
張
諜
才
「
〈
聖
註
記
〉
所
記
白
蓮
教
意
義
史
料
弊
誤
」
（
『
文
献
』
｝
、
一
九
七
九
）
、

　
張
工
伯
「
談
談
白
蓮
教
誤
答
起
義
軍
的
布
告
与
口
号
」
（
『
文
献
』
二
、
　
｝
九
八

　
○
）
、
許
曾
重
・
林
易
「
場
之
協
在
川
楚
映
農
民
大
起
義
中
作
用
的
考
察
」
（
『
清

　
史
論
叢
』
二
、
　
一
九
八
○
）
、
許
鄭
重
「
試
論
評
価
王
聡
児
的
雨
湿
問
題
」
（
『
清

　
史
論
叢
』
三
、
一
九
八
二
）
、
「
論
川
薬
学
農
民
起
義
軍
細
革
件
告
示
」
（
『
中
国
農

　
民
戦
争
史
論
叢
』
四
、
　
一
九
八
二
）
、
王
鉦
欣
「
清
代
中
葉
白
日
教
起
義
軍
的
階

　
級
階
層
分
析
」
（
『
中
圏
農
民
戦
争
史
論
叢
』
四
、
一
九
八
二
）
等
が
あ
る
。
し
か

　
し
、
橿
案
を
活
用
し
た
本
絡
的
な
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
の
再
検
討
は
、
な
お
今
後
の

　
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

⑥
鈴
木
中
正
『
清
朝
中
期
史
研
究
』
、
七
七
頁
。
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第
一
章
　
三
省
交
界
地
帯
に
お
け
る
移
住
の
概
況
－
予
備
的
考
察
一

三
省
交
界
地
帯
に
お
け
る
地
域
社
会
の
実
態
を
検
証
す
る
前
に
、
当
該
地
区
へ
の
移
住
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
最



初
に
、
㈲
移
住
盛
行
の
時
期
、

を
加
え
て
お
き
た
い
。

㈲
移
住
民
の
析
出
地
（
出
身
地
）
、
㈲
移
住
の
原
因
、
㈹
移
住
民
の
帰
住
地
に
お
け
る
経
済
生
活
に
つ
い
て
考
察

清代の移住民社会（山田）

　
の
移
住
盛
行
の
時
期

　
（

　
お
よ
そ
の
移
住
傾
向
－
移
住
民
の
量
的
推
移
一
1
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
中
正
の
前
掲
『
清
朝
中
期
史
研
究
』
に
よ
っ
て
そ
の
大
勢
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
鈴
木
の
見
解
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
な
ろ
う
。
濤
朝
は
、
張
献
忠
の
乱
に
よ
る
四
川
荒
廃
を
う
け
、
平
調
年
間
ま
で
は
四

川
方
面
へ
の
移
住
を
奨
励
し
て
い
た
が
、
雍
正
年
間
に
入
る
と
次
第
に
移
住
を
制
限
す
る
に
至
っ
た
。
に
も
拘
ら
ず
一
度
開
始
さ
れ
た
移
住
の

う
ね
り
は
些
か
も
衰
え
る
こ
と
な
く
、
乾
隆
年
間
に
は
よ
り
大
量
の
移
住
民
が
四
川
方
面
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
頃
ま
で
に
、

先
行
す
る
移
住
民
に
よ
っ
て
肥
沃
な
四
川
平
原
は
既
に
占
め
尽
く
さ
れ
、
後
の
移
住
民
は
次
第
に
四
川
・
陳
西
・
湖
北
三
省
交
界
地
帯
一
－
厳

し
い
自
然
環
境
の
下
に
あ
る
山
岳
地
帯
で
あ
り
後
に
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
の
舞
台
と
な
る
一
へ
向
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
以
上
の
鈴
木
の
見
解
は
地
方
煮
方
の
記
述
に
照
ら
し
て
も
ほ
ぼ
全
面
的
に
承
認
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
乾
隆
期
に
最
高
潮
を
迎
え

た
と
言
わ
れ
る
三
省
交
界
地
帯
へ
の
移
住
が
、
終
息
へ
向
か
う
の
は
何
時
頃
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
課
題
に
対
し
て
は
鈴
木
も
明
確
な
答

え
を
示
し
て
い
な
い
が
、
乾
隆
々
か
ら
嘉
慶
初
年
に
か
け
て
山
内
の
開
発
は
飽
和
状
態
に
達
し
、
そ
れ
と
と
も
に
移
住
民
の
流
入
も
減
少
し
た

よ
う
で
あ
る
。
山
内
の
開
発
が
当
時
の
技
術
に
お
い
て
可
能
な
極
限
に
ま
で
逢
着
し
た
の
は
、
陳
西
省
南
部
（
秦
嶺
山
中
）
で
は
乾
隆
五
十
年
頃
、

四
川
東
北
部
（
大
巴
山
中
）
で
は
嘉
慶
初
年
と
記
録
さ
れ
る
。

　
乾
隆
五
十
年
後
、
深
山
蓬
谷
、
到
る
愚
人
有
り
て
、
寸
土
も
皆
耕
さ
る
。
（
嘉
慶
『
続
興
安
寸
志
』
古
里
、
食
貨
）

　
教
匪
の
平
定
自
り
以
来
、
荒
山
老
林
は
尽
く
開
墾
を
行
い
、
地
に
揚
土
無
し
。
（
道
光
『
巴
州
志
』
巻
一
、
風
俗
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
山
林
の
開
墾
は
、
当
初
「
刀
耕
火
種
」
と
称
さ
れ
る
焼
き
畑
農
法
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
を
主
と
す
る
焼
き
畑
農
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
時
期
に
続
き
、
四
川
で
は
次
第
に
棚
田
が
形
成
さ
れ
て
い
く
が
、
一
方
、
急
峻
な
山
々
が
連
な
り
、
比
較
的
乾
燥
し
た
気
候
条
件
の
下
に
あ
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る
陳
西
で
は
、
一
度
、
山
林
を
伐
採
、
焼
失
せ
し
め
る
こ
と
は
致
命
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
か
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
さ
く
れ
だ
ち

　
山
民
の
林
を
伐
り
荒
を
開
く
に
、
陰
竪
は
肥
沃
に
し
て
、
一
二
一
年
の
内
な
れ
ば
雑
糧
は
必
ず
倍
な
り
。
四
・
五
年
の
後
に
至
る
に
、
土
は
既
に
控
懸
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
く
れ

　
し
て
山
も
藤
蔓
綾
な
れ
ば
、
夏
秋
の
際
雨
は
下
洗
し
、
水
主
条
条
と
し
て
、
転
だ
石
骨
存
す
る
の
み
な
り
。
…
…
則
ち
山
民
の
流
れ
ざ
る
能
わ
ざ
る
は
、
地

　
勢
、
実
に
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
な
り
。
（
嘉
慶
『
漢
南
続
修
人
世
』
巻
二
一
、
風
俗
）

　
こ
の
結
果
、
陳
西
南
部
の
漢
道
府
で
は
、
嘉
慶
末
か
ら
道
元
初
年
に
か
け
て
人
口
の
増
加
傾
向
は
停
止
し
た
ば
か
り
か
、
反
っ
て
道
光
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

光
達
に
か
け
て
著
し
い
人
口
の
減
少
を
見
せ
て
い
る
。
際
限
な
き
山
林
の
開
発
は
自
然
環
境
の
破
壊
と
、
そ
れ
に
伴
う
災
害
を
も
た
ら
さ
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
乾
隆
末
か
ら
嘉
慶
初
年
1
そ
れ
は
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
の
醸
成
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
一
も
は
や
三
省
交
界
地

帯
山
内
は
、
そ
れ
以
上
の
移
住
民
を
受
け
入
れ
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
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ω
移
住
民
の
析
出
地

　
（

　
移
住
民
の
析
出
地
に
つ
い
て
は
、
湖
北
・
湖
南
・
安
徽
・
江
西
・
河
南
を
中
心
と
し
、
更
に
四
丁
目
陳
西
・
広
東
・
広
西
等
が
加
わ
る
と
言

　
　
　
　
⑤

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
特
に
大
量
の
移
住
民
を
析
出
し
た
の
が
湖
北
・
湖
南
－
即
ち
洞
庭
湖
を
中
心
と
す
る
湖
広
平
原
で
あ

っ
た
。
民
国
『
雲
陽
心
志
』
巻
二
三
、
上
姓
、
氏
族
表
－
重
陽
県
は
四
川
省
東
北
部
山
中
に
位
置
す
る
一
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
貴
重
な

史
料
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
氏
族
表
は
民
国
期
ま
で
続
い
た
県
内
有
力
氏
族
の
一
覧
表
で
あ
り
、
も
と
も
と
移
住
民
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
雲

集
県
へ
移
住
し
た
時
期
・
原
籍
（
析
出
地
）
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
乾
隆
年
間
に
移
住
し
た
氏
族
を
摘
出
し
、
出
身
地
を
分
類
し
て
表

ω
に
示
し
た
。
移
住
民
の
大
部
分
が
湖
広
平
原
か
ら
析
出
さ
れ
た
と
理
解
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
湖
広
が
未
だ
開
発
の
途
上
に
あ
っ
た
明
代
、
湖
広
は
江
西
か
ら
多
く
の
移
住
民
を
受
け
入
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
清
初
に
至
り
湖
広

が
一
応
開
発
の
ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
、
湖
広
は
移
住
民
の
析
出
地
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
が
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
湖
心
か
ら
四
川
方
面
（
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

省
交
界
地
帯
）
へ
の
移
住
に
他
な
ら
な
い
。
更
に
清
末
に
至
る
と
、
四
川
か
ら
貴
州
方
面
へ
と
向
か
う
移
住
の
流
れ
を
見
出
し
得
る
。
清
代
中
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／



表（1）乾隆期における雲陽県への移住氏族の

　　　　析出地一覧（計54氏）

湖

広

41

湖　北　25

武甲府11

0
0
　
4
　
3
　
　
1

昌
折
蘇
州

　
　
　
国

武
蒲
大
興

黄州府　1G

4
　
　
5
　
　
1

岡
田
水

黄
麻
斬

江陵■酬府・
威豊11二二府・

湖北2

湖南15

永州府　2
1
　
　
1

隠
州

零
丁

岳州府 2

宝慶府　2

巴陵1
細隙1
郡陽1
新化1

長沙府　5

1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1

沙
陽
郷
化
郷

長
益
湘
安
寧

常徳府2
武　陵

桃　源

1

1

衡州・　衡州府・

湖広1

その他計12

4
　
2
　
3
　
2
　
　
1

西
川
建
徽
東

江
四
福
安
広

何処なるか不明蝦根1

に
お
け
る
湖
広
か
ら
四
川
方
面
へ
の
移
住
も
、
揚
子
江
を
湖
上
す
る
形
で
数
百
年
に
わ
た
っ
て
連
続
し
た
開
発
史
の
一
頭
と
し
て
位
置
づ
け
得

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
、
移
住
民
の
析
出
地
た
る
湖
広
平
原
は
如
何
な
る
固
有
の
社
会
条
件
を
抱
え
て
い
た
の
か
、
並
び
に
析
出

さ
れ
た
移
住
民
の
生
態
は
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
を
次
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

清代の移住民社会（山田）

の
移
住
の
原
因

（乾
隆
十
年
、
湖
南
巡
撫
に
着
任
し
た
楊
善
導
は
、
当
地
の
状
況
を
窺
わ
せ
る
に
足
る
二
つ
の
奏
言
を
行
っ
て
い
る
。
第
一
の
疏
に
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら

湖
南
は
洞
庭
に
濱
臨
し
、
各
属
は
多
く
湖
濱
に
就
き
て
堤
を
築
き
田
を
墾
き
、
水
と
地
を
争
う
。
常
に
衝
決
漫
溢
の
憂
有
り
。
…
…
滋
生
日
に
繁
く
、
荒
土

　
　
　
ひ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
だ
い

は
尽
く
鰻
か
れ
て
自
り
、
愚
民
は
遠
計
に
貫
け
れ
ば
、
往
往
に
し
て
水
利
を
廃
し
田
工
を
図
る
。
独
り
大
江
大
湖
の
濱
、
及
び
数
日
馬
事
の
湖
風
、
日
に
漸

に
葭
簾
し
、
旧
跡
を
失
わ
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、
自
己
の
昇
平
管
業
せ
し
数
畝
の
塘
も
亦
た
、
土
を
培
し
て
田
に
改
む
。
…
…
本
年
湘
陰
、
武
陵
等
の
邑
、
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各
お
の
偏
災
有
り
。
此
れ
皆
、
洞
庭
に
濱
臨
し
、
湖
を
去
る
こ
と
稽
や
遠
け
れ
ば
、
即
ち
水
の
事
済
無
し
。
臣
、
確
と
査
訪
を
加
う
る
に
皆
、
塘
よ
り
田
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
改
む
る
こ
と
多
き
の
故
な
り
。

　
大
河
川
、
湖
の
週
辺
で
は
、
洪
水
の
危
機
を
冒
し
つ
つ
も
、
「
堤
」
を
築
い
て
土
地
を
囲
い
込
み
、
新
た
な
田
地
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
一

方
、
洞
庭
湖
か
ら
や
や
離
れ
た
地
方
で
は
、
小
さ
な
た
め
池
ま
で
田
地
に
変
え
て
し
ま
い
、
反
っ
て
早
急
の
危
機
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
立

代
も
半
ば
に
至
り
、
湖
広
平
原
の
人
口
は
極
度
に
肥
大
し
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
田
地
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

有
効
な
処
方
と
な
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
災
害
と
し
て
結
果
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
「
富
戸
」
の
土
地
集
積
が
併
せ
て
進

行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
楊
錫
絨
の
第
二
の
疏
に
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
近
日
、
田
の
富
戸
に
帰
す
る
は
大
約
十
の
五
・
六
、
旧
時
田
を
有
せ
し
人
、
今
は
倶
に
佃
耕
の
戸
と
為
る
。
毎
歳
入
る
所
は
、
一
年
の
口
食
に
敷
り
難
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
必
ず
須
ら
く
米
を
買
い
て
接
済
す
べ
し
。

　
人
口
増
加
に
よ
る
棺
対
的
な
耕
地
の
不
足
、
及
び
富
戸
の
土
地
集
積
に
よ
り
、
零
細
な
自
耕
地
、
或
い
は
佃
作
に
よ
る
農
業
収
入
の
み
で
は
、

再
生
産
が
不
可
能
と
な
る
農
民
も
現
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
何
ら
か
の
形
で
現
金
収
入
の
獲
得
を
画
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
だ
ろ

、
つ
。

　
清
代
中
期
、
四
川
と
湖
広
の
申
身
心
を
結
ぶ
揚
子
江
は
、
人
口
密
集
地
域
に
お
け
る
食
糧
不
足
を
備
う
べ
く
四
川
か
ら
米
殻
を
搬
出
す
る
流

通
の
大
動
脈
と
し
て
機
能
す
る
。
一
方
、
過
剰
人
口
を
抱
え
た
先
進
開
発
地
域
た
る
湖
風
平
原
は
、
こ
の
時
期
ま
で
に
綿
布
の
一
大
生
産
地
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
て
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
名
広
か
ら
四
川
へ
は
、
手
工
業
製
品
（
綿
布
）
が
搬
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
流
通
ル
ー
ト
を
前
提
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
て
、
金
蘭
と
四
川
（
三
省
交
界
地
帯
）
の
間
を
往
復
す
る
行
商
群
が
析
出
さ
れ
た
。
揚
子
江
を
湖
上
し
て
浸
透
す
る
手
工
業
製
品
（
綿
布
）
は
、
人

口
密
集
地
域
か
ら
濫
れ
出
る
零
細
な
行
商
群
の
手
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
彼
ら
を
原
籍
か
ら
析
出
せ
し
め
た
の
は
、
土
地
に
対
す
る
相
対
的
過
剰
人
口
及
び
、
そ
の
現
象
に
拍
車
を
か
け
た
富
戸
の
土
地
兼
併

に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
故
に
彼
ら
が
土
地
獲
得
へ
の
強
い
渇
望
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
我
々
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
当
時
開
発
途
上
に
あ
っ
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た
三
省
交
界
地
帯
で
は
比
較
的
安
価
で
土
地
を
入
手
し
得
る
可
能
性
が
存
在
し
て
い
た
。

　
庁
の
山
彊
は
黒
鍵
に
し
て
、
地
土
も
亦
た
広
し
。
其
の
未
だ
開
墾
を
経
ざ
る
地
は
、
手
指
脚
踏
を
以
て
界
と
為
す
。
往
往
に
し
て
数
理
の
契
価
も
て
地
を
買

　
う
こ
と
数
塁
・
数
十
里
に
至
る
老
有
り
。
…
…
本
省
は
荒
山
た
り
と
視
る
に
、
外
省
は
転
っ
て
楽
土
た
り
と
視
る
所
以
な
り
。
（
道
光
『
寧
陳
庁
志
』
巻
一
、

　
輿
地
）

　
た
だ
し
、
彼
ら
季
節
的
な
行
商
の
全
て
が
最
初
か
ら
新
し
い
「
地
主
」
と
し
て
定
着
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
。
従
っ
て
当
時
の
三
省
交
界
地

帯
で
活
動
し
た
他
郷
出
身
者
に
は
、
「
佃
戸
」
と
し
て
定
着
し
て
い
く
者
、
行
商
、
或
い
は
旅
回
り
の
職
人
と
し
て
原
籍
と
山
内
を
往
復
し
つ

つ
、
常
に
移
住
民
へ
と
転
化
す
る
契
機
を
そ
の
生
活
形
態
に
胚
胎
す
る
者
～
必
要
な
資
金
さ
え
あ
れ
ば
土
地
保
有
者
へ
と
転
化
す
る
だ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ー
ー
と
が
混
在
し
て
い
た
。
湖
広
か
ら
三
省
交
界
地
帯
へ
の
「
移
住
」
と
は
、
二
代
に
お
け
る
揚
子
江
流
通
ル
ー
ト
の
活
性
化
を
前
提
と
し
、

季
節
的
な
往
来
を
繰
り
返
す
零
細
な
行
商
群
の
広
範
な
活
動
を
裾
野
と
し
て
発
生
し
た
現
象
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
往
来
を
繰
り
返
し
つ
つ
、

三
省
交
界
地
帯
に
て
土
地
、
或
い
は
耕
作
権
を
獲
得
し
、
家
族
を
引
き
つ
れ
次
第
に
生
活
の
基
盤
を
移
殖
し
て
い
く
こ
と
が
、
「
移
住
」
と
呼

ば
れ
る
現
象
の
主
た
る
形
態
で
あ
っ
た
。

清代の移住民社会（山田）

　
の
　
移
住
民
の
帰
住
地
に
お
け
る
経
済
生
濡

　
（

　
移
住
民
は
一
般
的
に
夏
季
に
は
、
農
耕
に
従
事
し
、
冬
季
に
は
商
業
活
動
を
営
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
最
初
に
、
彼
ら
の
農
業
活
動
か
ら
見

て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
さ
て
、
移
住
罠
が
未
開
の
山
林
に
お
い
て
土
地
、
乃
至
耕
作
権
を
獲
得
し
た
場
合
、
彼
ら
は
ま
ず
土
地
の
開
墾
か
ら
始
め
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ

た
。
移
住
民
た
ち
は
、
そ
の
課
題
を
焼
き
畑
農
法
の
採
用
に
よ
っ
て
解
決
し
、
主
と
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
を
営
ん
だ
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
そ
の
栽
培
が
比
較
的
容
易
な
た
め
、
乾
隆
中
期
以
降
の
移
住
盛
行
の
波
と
期
を
同
じ
く
し
て
三
省
交
界
地
帯
に
広
ま
り
、
山
谷
を
覆
い
尽
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
た
と
す
ら
言
わ
れ
て
い
る
。
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収
穫
さ
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
移
住
民
の
主
食
と
な
っ
た
他
、
養
豚
の
飼
料
と
し
て
費
さ
れ
た
。
移
住
民
の
経
済
生
活
は
、
ト
ゥ
モ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

コ
シ
栽
培
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
養
豚
を
基
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
四
川
省
万
々
県
に
は
、
「
琢
無
け
れ
ば
家
を
成
さ
ず
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

う
俗
諺
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
「
糞
積
肥
料
は
農
家
の
必
ず
凄
む
る
所
と
為
る
故
に
因
る
」
か
ら
だ
と
言
う
。
移
住
民
は
定
着

と
同
時
に
、
主
食
と
し
て
消
費
す
る
以
外
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
投
入
し
て
養
豚
を
開
始
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
糞
は
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る

故
に
、
地
力
の
低
下
に
よ
る
土
地
の
放
棄
、
結
果
と
し
て
現
象
す
る
移
住
民
の
再
流
浪
を
防
止
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
の
短
い
夏
の
後
、
秦
嶺
山
中
、
大
巴
山
中
等
、
三
省
交
界
地
帯
の
中
で
も
殊
に
自
然
環
境
の
厳
し
い
地
方
で
は
、
「
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
⑬

・
九
月
間
に
至
れ
ば
又
、
露
罪
と
し
て
雪
下
る
」
長
い
冬
を
迎
え
た
。
積
雪
の
た
め
に
農
耕
が
不
可
能
と
な
る
こ
の
時
期
、
移
住
民
は
行
商
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

し
て
山
を
下
り
て
い
く
。
そ
の
揚
幕
に
商
品
と
し
て
扱
わ
れ
た
も
の
は
、
彼
ら
の
飼
育
し
た
家
畜
の
外
、
木
炭
そ
の
他
、
山
内
の
特
産
物
で
あ

っ
た
。

　
以
上
、
本
章
に
お
い
て
考
察
し
た
諸
点
を
要
約
し
て
示
す
。

　
㈲
、
三
省
交
界
地
帯
へ
の
移
住
は
、
清
初
よ
り
連
綿
と
継
続
さ
れ
、
乾
脈
岩
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
従
っ
て
当
初
は
広
大
な
荒
地
を
残
し
て

い
た
三
省
交
界
地
帯
山
内
も
、
乾
隆
末
か
ら
嘉
慶
初
年
に
は
開
発
が
行
き
づ
ま
り
、
む
し
ろ
相
対
的
に
土
地
が
不
足
し
始
め
た
と
思
わ
れ
る
。

㈲
、
移
住
民
の
析
出
地
は
湖
広
平
原
を
中
心
と
す
る
。
㈲
、
析
出
の
原
因
は
基
本
的
に
は
当
該
地
域
の
相
対
的
過
剰
人
口
に
あ
っ
た
。
⑥
、
移

住
の
形
態
は
、
当
初
季
節
的
に
往
来
し
つ
つ
商
業
活
動
を
行
っ
た
人
々
の
一
部
が
、
土
地
獲
得
の
欲
求
に
従
っ
て
「
定
住
者
」
へ
と
転
化
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
⑥
、
土
地
、
乃
至
耕
作
権
を
獲
得
し
た
移
住
民
は
、
一
般
に
夏
季
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
と
そ
れ
に
伴
う
養
豚
に
従
事
し
、

冬
季
は
商
業
活
動
を
営
む
べ
く
山
を
下
り
て
い
っ
た
。

　
①
例
え
ば
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
省
交
界
地
帯
へ
の
移
住
は
乾
隆
期
に
顕
著
で
あ
っ
た
と
窺
え
る
。

　
　
　
乾
隆
二
十
年
以
後
、
勲
績
外
来
流
民
。
（
嘉
慶
『
灘
南
県
志
』
巻
一
）
　
　
　
　
　
　
②
　
同
治
『
鄙
県
志
』
巻
二
、
輿
地
の
項
に
「
豊
漁
火
種
」
な
る
語
が
見
え
る
。
嘉

　
　
　
客
戸
則
乾
隆
設
府
後
貿
来
。
（
同
治
『
恩
施
県
恣
』
巻
七
、
風
俗
）
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
『
龍
山
県
志
』
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
鈴
木
の
見
解
は
主
と
し
て
実
録
等
の
史
料
に
拠
っ
て
い
る
が
、
地
方
志
か
ら
も
三
　
　
　
　
　
　
豊
春
視
二
級
墾
処
、
薙
草
伐
木
、
縦
火
焚
之
。
火
宇
土
癒
。
肥
艘
異
常
。
謂
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合
焼
審
。
種
狸
藻
糧
甚
茂
、
而
包
穀
身
為
大
郷
。
府
志
載
刀
耕
火
種
。
（
巻

　
　
　
七
、
風
俗
）

　
そ
の
他
「
刀
耕
火
種
」
に
つ
い
て
は
、
渡
部
忠
世
、
桜
井
由
躬
雄
編
『
巾
國
江
南

　
の
稲
作
文
化
』
目
口
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
四
、
参
照
。

③
　
道
光
『
巴
州
志
』
巻
一
、
風
俗
の
項
に
「
梯
田
層
凝
、
帯
出
青
葱
」
と
見
え

　
る
。

④
　
孫
達
人
「
川
楚
予
院
流
民
与
陳
爾
経
済
的
盛
衰
」
（
『
中
国
農
民
戦
争
史
研
究
集

　
刊
』
三
、
一
九
八
三
）
。
氏
に
よ
れ
ば
、
道
光
三
年
か
ら
光
緒
年
間
に
至
る
漢
中

　
府
の
人
口
減
少
率
は
三
七
・
三
二
％
に
お
よ
ぶ
。

⑤
前
掲
、
安
野
論
文
。

⑥
　
諏
其
験
「
中
国
内
地
移
毘
史
－
湖
南
篇
」
（
『
史
学
年
報
』
一
i
四
、
一
九
三

　
二
）
。

⑦
　
光
緒
『
広
安
州
新
志
』
巻
一
〇
、
戸
口

　
　
　
滋
息
既
多
、
人
満
為
患
。
地
力
錐
琿
、
常
情
衣
食
不
給
。
…
…
光
緒
中
贈
苗

　
　
　
靖
、
有
移
家
翠
子
入
黙
者
　
。

⑧
　
『
皇
朝
経
世
下
編
』
巻
三
八
、
「
諮
厳
池
塘
改
田
之
禁
絶
」
。

⑨
　
清
代
中
期
に
お
け
る
湖
広
の
水
利
、
及
び
そ
れ
を
め
ぐ
る
社
会
状
況
に
つ
い
て

　
は
、
森
田
明
『
清
艶
水
利
史
研
究
』
亜
紀
書
房
、
一
九
七
四
、
参
照
。
な
お
、
光

　
緒
『
黄
州
府
志
』
に
よ
る
と
、
黄
州
府
を
中
心
と
す
る
湖
北
東
部
で
は
、
乾
隆
二

　
九
・
三
二
・
三
四
・
四
一
二
・
四
七
・
五
〇
年
に
水
戸
害
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。

⑩
『
皇
朝
経
世
文
編
』
巻
三
九
、
「
陳
明
米
貴
之
由
疏
」
（
乾
隆
＝
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑪
　
藤
井
宏
「
新
安
商
人
の
研
究
一
」
（
『
東
洋
学
報
』
三
穴
i
一
、
一
九
五
三
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

⑲
　
移
住
民
の
多
く
は
、
小
規
模
な
交
易
を
営
み
つ
つ
、
三
省
交
界
地
帯
へ
流
入
し

　
て
い
る
。

　
　
　
邸
公
、
誰
之
茶
、
黒
田
斎
。
…
…
自
楚
来
川
其
時
、
難
陶
朱
業
、
而
家
無
長

　
　
　
物
。
及
公
長
、
愁
遷
有
無
三
十
余
載
。
里
謡
貨
殖
評
家
。
（
威
豊
『
雲
陽
県

　
　
　
志
』
巻
一
一
、
芸
文
）

　
邸
氏
は
乾
隆
年
間
に
湖
広
よ
り
四
川
へ
入
り
、
商
業
活
動
に
従
事
し
た
。
三
省
交

　
界
地
帯
に
お
い
て
交
易
を
営
む
湖
広
出
身
者
は
、
そ
の
後
ま
す
ま
す
増
大
す
る
。

　
　
　
貿
漁
者
、
半
係
楚
籍
新
民
。
（
道
光
『
新
寧
県
志
』
巻
四
、
風
俗
）

　
　
　
商
賢
半
多
照
籍
、
道
光
初
年
多
両
湖
人
置
巫
。
（
光
弾
『
巫
山
聖
心
』
巻
一

　
　
　
五
、
風
俗
）

⑩
　
貼
旭
光
『
城
口
庁
士
心
』
巻
六
、
風
俗
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
へ

　
　
　
其
旧
外
来
入
籍
者
、
磯
之
客
家
。
附
近
州
県
及
湖
広
映
西
江
右
軸
晟
、
始
則

　
　
　
マ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
貿
易
或
佃
耕
、
継
則
置
業
者
居
多
。
郷
俗
不
同
、
土
音
各
別
。

　
と
あ
る
。
佃
農
に
し
ろ
、
山
内
と
山
外
を
往
復
す
る
行
商
に
し
ろ
、
そ
の
目
指
す

　
所
は
田
産
の
所
有
（
置
業
）
で
あ
っ
た
。
土
地
の
獲
得
が
叶
え
ば
、
一
時
的
な
鵬

　
稼
ぎ
も
移
住
民
へ
と
転
化
す
る
だ
ろ
う
。

⑭
前
掲
、
安
野
論
文
参
照
。

⑮
一
例
と
し
て
、
嘉
慶
『
安
康
県
志
』
巻
一
〇
、
建
置
の
蒔
肥
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
因
三
白
組
重
久
滅
裂
酒
、
則
糟
可
離
家
、
舟
載
嚢
奨
、
利
亦
数
倍
。
故
民
争

　
　
　
驚
焉
。

　
ト
ウ
モ
羅
コ
シ
は
長
期
保
存
が
不
可
能
な
た
め
、
主
食
と
し
て
消
費
す
る
余
剰
分

　
は
必
ず
醸
酒
、
養
豚
に
投
入
さ
れ
た
。
他
に
も
、
道
光
『
石
泉
南
志
』
巻
二
、
田

　
賦
、
道
光
『
紫
陽
県
士
心
』
巻
八
、
芸
文
、
鶴
瀬
「
勧
諭
広
種
紅
固
鎚
緕
備
荒
示
」

　
に
も
同
様
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑯
民
國
『
万
源
県
議
』
巻
三
、
食
貨
。

⑰
同
上
。

⑱
厳
明
煙
『
三
省
辺
防
備
覧
』
巻
＝
、
策
略
。
『
三
省
辺
防
備
覧
』
に
は
一
四

　
巻
本
と
一
八
巻
本
の
二
種
が
存
す
る
。
　
一
四
巻
本
は
、
い
わ
ば
厳
儀
煙
自
身
の
オ

　
リ
ジ
ナ
ル
版
、
一
八
巻
本
は
厳
如
煙
没
後
に
安
康
県
の
張
鵬
頒
が
増
補
し
た
も
の

　
で
あ
る
。
本
稿
に
て
指
示
す
る
巻
数
は
、
一
四
巻
本
に
拠
る
。

⑲
　
木
炭
に
つ
い
て
は
『
三
省
辺
防
備
覧
』
巻
九
、
山
山
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
へ
　
　
　
あ

　
　
　
炭
廠
有
樹
木
之
処
、
皆
有
之
。
…
…
冬
春
之
問
、
籍
焼
羅
臼
炭
営
生
者
数
千
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人
。

と
あ
る
。
そ
の
他
の
山
内
特
産
品
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。　

紫
陽
之
茶
、
平
利
之
漆
、
洵
陽
之
龍
桜
草
、
皆
専
美
利
、
建
艦
農
之
不
足
。

　
　
（
道
光
『
石
泉
県
志
』
巻
二
、
田
賦
）

移
住
罠
は
農
閑
期
（
冬
季
）
に
こ
れ
ら
を
販
売
す
る
べ
く
、
彼
ら
の
析
出
地
へ
、

或
い
は
周
辺
の
鎮
市
へ
と
出
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
ヘ
　
　
　
マ
　
　
　
モ
　
　
　
マ
　
　
　
ろ
　
　
　
マ

　
其
佃
地
納
租
者
、
間
或
於
農
隙
肩
挑
背
負
、
補
衣
食
之
不
足
。
（
同
治
『
鄭

　
　
県
志
』
巻
一
一
、
輿
地
』
）

こ
う
し
た
移
住
民
の
生
活
を
具
体
的
に
窺
わ
し
め
る
史
料
と
し
て
、
白
蓮
教
反
乱

逮
捕
者
の
供
述
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。

　
曾
世
興
供
。
小
的
学
名
曾
公
允
、
年
二
十
八
歳
。
祖
籍
湖
南
、
父
親
曾
順
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
エ
　
　
へ

　
　
才
藻
在
邸
陽
麿
保
康
県
居
住
、
…
…
小
的
曾
世
潮
干
三
年
十
二
月
内
、
關
販

　
　
モ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
マ
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
売
柴
炭
、
前
往
製
陽
。
（
申
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
清
史
室
、
資
料
室

　
　
編
『
浩
中
期
五
省
白
丸
教
起
義
資
料
』
第
五
冊
、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
～
九

　
　
八
一
、
二
五
i
一
一
七
頁
）

　
　
高
名
貴
供
。
年
四
十
一
歳
、
祖
蕗
湖
北
彫
塑
県
人
、
搬
綿
雲
畑
瀬
礪
渓
潰
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ミ

　
　
住
。
…
…
平
欝
務
農
、
並
販
猪
生
理
。
（
周
上
書
、
五
七
頁
）
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第
二
章
　
三
省
交
界
地
帯
に
お
け
る
地
域
社
会
の
形
成
と
変
容
－
定
住
へ
の
プ
壁
芯
ス
ー

　
第
二
章
以
降
で
は
、
第
一
章
の
予
備
的
考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、
移
住
民
が
そ
の
定
着
（
定
住
）
過
程
に
お
い
て
如
何
な
る
社
会
関
係
を
取
り

結
び
、
如
何
な
る
秩
序
意
識
の
下
に
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の
作
業
を
経
た
後
に
、
当
時
の
移
住
民
社
会
が

直
面
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
矛
盾
、
即
ち
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
へ
の
導
火
線
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
の
　
「
同
郷
村
落
」
の
形
成

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
畢
洗
の
「
興
安
州
升
府
疏
」
に

　
　
近
年
、
四
川
・
湖
広
等
の
省
の
人
、
陸
続
と
し
て
前
来
し
、
荒
田
を
開
墾
す
。
久
し
く
し
て
益
ま
す
衆
ま
り
、
処
処
倶
に
村
落
を
成
す
。

と
あ
る
。
乾
三
期
に
は
、
三
省
交
界
地
帯
へ
大
量
の
移
住
民
が
流
入
し
、
各
地
に
多
く
の
新
し
い
「
村
落
偏
が
誕
生
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
村

落
は
、
先
行
す
る
移
住
罠
の
も
と
へ
、
後
続
す
る
者
が
次
第
に
依
付
し
つ
つ
、
地
縁
的
結
合
体
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
、
後
続
す
る
者
は
、
先
行
す
る
者
か
ら
土
地
を
借
り
ー
ー
或
い
は
又
借
り
し
1
佃
算
と
し
て
楚
着
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
そ
の
際
に
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取
り
結
ば
れ
る
租
佃
関
係
は
、
「
村
落
」
結
合
の
核
と
な
る
最
も
原
初
的
な
移
住
民
間
の
人
的
結
合
関
係
を
我
々
に
開
示
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
厳
如
煙
は
、
移
住
民
の
生
態
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の

　
郷
貫
に
遇
有
せ
ぱ
、
便
ち
寄
住
し
、
地
を
写
り
て
開
墾
す
。
木
を
伐
り
橡
を
支
え
、
上
に
茅
草
を
覆
い
、
僅
か
に
風
雨
を
蔽
ぐ
。
雑
地
数
石
を
借
り
て
作
種

　
す
る
こ
と
数
年
、
収
膚
れ
ば
山
地
を
典
暮
し
、
方
め
て
漸
次
、
土
屋
湿
板
を
築
く
。
（
『
三
省
辺
防
備
覧
』
巻
一
一
、
策
略
）

　
一
般
的
に
、
移
住
民
は
同
郷
人
に
依
付
し
て
佃
戸
と
な
り
、
農
耕
が
順
調
に
進
展
す
れ
ば
、
土
地
を
買
い
入
れ
て
そ
こ
に
定
着
し
て
い
っ
た
と

理
解
で
き
る
。
厳
如
煙
の
指
摘
は
極
め
て
示
唆
に
富
む
が
、
幸
い
に
も
我
々
は
、
三
省
交
界
地
帯
山
内
に
お
け
る
具
体
的
な
租
佃
関
係
の
事
例

を
記
し
た
史
料
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
乾
隆
刑
科
題
本
の
中
に
は
、
三
省
交
界
地
帯
で
起
き
た
裁
判
事
件
の
記
録
が
い
く
つ
か
残
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
中
に
見
え
る
租
佃
関
係
を
表
に
し
て
次
に
示
そ
う
。
（
記
号
…
↓
は
土
地
貸
与
関
係
、
一
は
親
族
関
係
を
蓑
わ
し
、
［
目
で
囲
ま
れ

た
人
名
は
確
実
に
移
住
民
で
あ
る
と
判
明
し
て
い
る
者
を
示
す
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ω
、
乾
隆
五
九
年
五
月
二
七
臼
の
題
本
、
陳
西
省
鎮
安
寧
に
て
王
慎
高
が
張
明
番
を
傷
害
致
死
せ
し
め
た
事
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
に
安
徽
省
出
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
聖
τ
張
明
祥
⊥
王
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

㈲
、
乾
隆
二
二
年
二
月
一
七
日
の
豊
本
、
湖
北
省
欝
欝
に
て
劉
惟
然
が
王
一
迫
を
傷
害
致
死
せ
し
め
た
事
件
。

　
　
王
一
砲
（
王
正
啓
の
曾
叔
祖
父
）

王
ザ
國
（
欝
か
ら
荏
）

　
　
　
　
親
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
、
乾
隆
四
一
年
六
月
＝
一
日
の
書
本
、
湖
北
省
恩
雷
撃
に
て
趙
登
栄
が
趙
町
鳶
を
傷
害
致
死
せ
し
め
た
事
件
。
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と
も
に
湖
南
濃
州
出
身
・
同
姓
不
宗

蓬
才
⊥
趙
登
栄
τ
爾
護
｝
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④
、
㊨
の
事
例
で
は
先
住
の
佃
戸
か
ら
更
に
土
地
の
又
貸
し
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
二
人
の
移
住
民
が
共
に
同
郷
出
身
者
で
あ

っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
㈲
の
事
例
で
は
、
湖
北
省
穀
城
県
出
身
の
難
戦
然
が
外
甥
の
王
一
遍
を
頼
っ
て
房
県
へ
移
住
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
移
住
先
に
お
け
る
親
族
の
消
息
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
場
合
を
除
け
ば
、
租
佃
関
係
は
一
般
に
同
郷
出
身
者
間
で
結
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

即
ち
、
移
住
民
の
定
住
過
程
、
及
び
そ
の
延
長
上
に
考
え
ら
れ
る
村
落
の
形
成
は
、
基
本
的
に
「
同
郷
」
の
絆
i
1
そ
れ
は
、
共
通
の
言
語

（
土
音
）
、
習
俗
を
保
持
す
る
こ
と
に
他
な
ら
ぬ
一
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
乾
隆
期
に
入
っ
て
新
た
に
形
成
さ
れ
た

村
落
は
、
同
郷
の
絆
に
よ
っ
て
種
々
雑
多
な
姓
の
家
族
が
集
住
す
る
形
態
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
形
の
村
落
を
仮
に
「
同
郷
村

落
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
「
同
郷
村
落
」
は
清
末
ま
で
に
は
次
第
に
解
体
へ
向
か
い
、
「
同
姓
村
落
」
へ
と
改
編

さ
れ
て
い
く
傾
向
が
現
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
た
だ
し
、
地
方
に
よ
っ
て
は
こ
う
し
た
同
郷
出
身
移
住
民
の
集
住
す
る
エ
リ
ア
が
、
か
な
り
遅
く
ま
で
残
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
や
は
り
聖
代

に
大
量
の
移
住
民
を
受
け
入
れ
た
四
川
省
大
足
県
の
例
を
見
よ
う
。

　
本
県
の
語
言
、
旧
く
は
極
め
て
複
雑
な
り
。
凡
そ
一
般
の
人
は
率
ね
両
翼
の
語
言
を
耽
美
す
。
平
時
、
家
人
の
聚
博
し
、
或
い
は
国
籍
人
の
互
話
す
る
は

　
　
「
打
合
談
」
と
日
い
、
黄
人
は
忍
音
を
操
り
、
楚
人
は
楚
音
を
操
り
、
其
の
入
に
非
ざ
れ
ば
其
の
言
を
解
せ
ざ
る
な
り
。
外
人
（
他
郷
出
身
者
）
と
接
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
が
ま
じ
り

　
ば
則
ち
普
通
話
を
用
う
。
…
…
惟
だ
申
忘
恩
の
三
皇
溝
一
帯
は
、
其
の
富
民
、
原
籍
は
湖
南
永
州
な
る
を
以
て
両
処
に
会
同
す
る
者
多
き
を
為
す
。
頒
　
白

　
　
お
き
な

　
　
の
翌
は
尚
お
郷
音
を
能
く
し
、
改
む
る
無
し
。
（
民
国
『
大
足
県
志
』
巻
三
、
風
俗
）

　
移
住
民
は
一
般
に
原
籍
で
の
言
語
を
数
世
代
に
わ
た
っ
て
維
持
し
続
け
た
。
大
足
県
で
も
そ
の
状
況
は
全
く
同
様
で
あ
っ
た
が
、
民
国
期
に

至
り
、
学
校
教
育
の
普
及
と
と
も
に
「
郷
談
」
は
次
第
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
言
う
。
し
か
し
、
湖
南
信
州
か
ら
の
移
住
民
が
集
住
し
た
地
区

で
は
、
な
お
原
籍
の
言
語
が
維
持
さ
れ
続
け
て
い
た
。



清代の移住民社会（山田）

　
の
　
「
同
姓
村
落
」
へ
の
変
容

　
（

　
清
末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
地
方
志
は
、
三
省
交
界
地
帯
に
同
族
聚
居
形
態
が
広
く
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
が

一
層
純
化
さ
れ
た
形
態
を
取
る
場
合
、
聚
普
し
た
氏
族
の
姓
を
村
落
名
と
す
る
一
姓
一
村
の
同
姓
村
落
を
形
成
し
た
。
陳
西
、
四
川
の
地
方
志

か
ら
各
々
史
料
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
な

　
土
窯
の
民
、
聚
臆
し
て
聾
す
る
こ
と
多
し
。
一
頓
落
毎
と
に
率
ね
一
三
の
拠
る
所
と
為
る
。
他
族
の
雑
処
す
る
者
有
る
は
篤
し
。
民
、
既
に
地
を
画
し
て
以

　
　
て
居
し
、
其
の
生
活
も
亦
た
往
往
に
し
て
状
を
異
に
す
。
（
民
国
『
悪
罵
志
』
巻
五
、
礼
俗
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
へ

　
毎
朝
響
く
は
主
著
少
な
し
。
明
季
の
憲
乱
以
来
甘
粛
・
四
川
・
山
西
・
湖
北
自
り
田
居
す
る
老
、
一
驚
の
民
は
一
叢
に
聚
嬉
し
、
即
ち
姓
を
以
て
其
の
地
に

　
名
づ
く
。
…
…
高
氏
の
如
き
は
高
家
村
に
聚
居
す
。
（
民
国
『
城
固
県
郷
土
志
』
）

　
乾
降
年
間
を
中
心
と
す
る
移
住
盛
行
期
、
移
住
民
は
一
般
に
家
族
を
単
位
と
す
る
小
規
模
な
集
団
で
流
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
の
定

住
は
、
当
初
同
郷
の
絆
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
て
い
っ
た
。
従
っ
て
そ
の
後
、
清
末
か
ら
民
国
期
ま
で
の
間
に
、
多
く
の
同
郷
村
落
は
同
姓
村
落

へ
と
改
編
さ
れ
た
と
想
定
で
き
る
。
同
姓
村
落
、
及
び
こ
う
し
た
村
落
形
態
と
相
関
す
る
強
固
な
同
族
結
合
の
存
在
は
、
移
住
民
の
間
に
取
り

結
ば
れ
て
い
っ
た
社
会
関
係
が
到
達
し
た
最
終
的
な
統
合
の
「
か
た
ち
」
に
他
な
ら
な
い
。
次
に
、
同
郷
聚
居
か
ら
同
族
聚
居
へ
到
る
過
程
、

及
び
動
機
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
帰
住
地
に
て
成
功
を
収
め
、
「
聚
族
」
し
て
居
住
を
始
め
た
あ
る
移
住
氏
族
の
例
を
紹
介
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ

　
曾
統
漣
は
故
と
湖
南
臨
湘
の
人
な
り
。
康
煕
末
に
父
の
興
韓
、
母
の
何
に
随
い
て
来
県
し
、
故
姻
の
李
氏
に
依
る
。
李
も
亦
た
湘
の
人
な
り
。
嘗
て
湘
に
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
め
が
ら

　
り
て
隣
饗
し
為
る
者
な
り
。
二
年
先
ん
じ
て
来
県
し
、
洞
鹿
甲
に
止
ま
り
、
已
に
田
を
佃
り
て
耕
作
し
た
り
。
…
…
韓
、
門
外
に
豆
楷
を
棄
つ
る
有
る
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
わ
け

　
る
。
漣
を
し
て
、
李
に
之
を
得
る
を
乞
わ
し
む
。
之
を
簸
す
る
に
余
粒
五
升
を
得
た
り
。
復
す
る
所
も
て
荒
地
数
畝
を
乞
う
。
日
は
人
傭
と
為
り
、
夜
は

　
　
　
た
が
や

　
荒
を
翻
し
て
瓜
を
種
う
。
瓜
、
蕃
醒
し
、
秋
熟
は
食
を
充
た
し
、
且
つ
瓜
実
三
石
を
得
た
り
。
蔑
す
る
こ
と
数
年
に
し
て
十
忍
石
に
至
る
。
湘
に
運
び
て
之

　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぎ
な
い
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゆ
う
に
ね
ん
　
　
ニ

　
を
貨
り
、
復
た
土
物
を
買
い
て
蜀
に
来
る
に
、
皆
、
高
価
を
得
た
り
。
懸
遷
す
る
こ
と
一
　
紀
を
蹟
え
、
利
を
獲
て
豊
に
転
じ
、
定
数
十
畝
、
城
東
の
街
宅
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ぬ
　
へ

　
数
十
区
を
買
い
た
り
。
北
郷
の
曾
氏
の
大
子
と
称
さ
る
る
は
此
れ
論
り
始
ま
る
。
乾
隆
初
、
居
を
梅
子
五
大
地
坪
に
移
す
。
…
…
曾
氏
の
梅
子
甲
に
聚
族
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
げ

　
し
自
り
後
、
元
・
海
両
募
の
子
孫
は
属
に
蕃
く
、
家
も
亦
た
濤
に
當
め
り
。
（
民
国
『
雲
陽
立
志
』
巻
二
八
、
士
女
）

　
曾
興
韓
、
銃
麺
父
子
は
、
康
照
年
間
末
に
湖
南
省
臨
鼻
筋
か
ら
四
川
黒
雲
陽
県
へ
移
住
し
た
。
彼
ら
一
家
は
、
岡
じ
く
臨
湘
県
出
身
の
李
氏

に
頼
り
、
佃
農
と
し
て
「
瓜
」
を
作
っ
た
。
実
っ
た
「
瓜
」
は
析
出
地
た
る
湖
南
臨
湘
へ
行
商
に
出
る
際
に
携
え
ら
れ
、
四
川
へ
帰
る
際
は
湖

南
の
特
産
品
を
持
ち
帰
っ
て
商
っ
た
。
往
来
を
繰
り
返
す
こ
と
十
数
年
に
及
び
、
遂
に
富
を
成
し
て
新
た
に
梅
子
甲
の
土
地
を
買
い
、
そ
の
地

に
曾
氏
は
「
聚
族
」
す
る
。

　
当
初
、
曾
氏
は
、
同
郷
・
故
姻
の
絆
に
よ
り
李
氏
を
頼
っ
て
定
着
し
た
。
後
、
経
済
的
上
昇
を
果
た
し
た
曾
氏
は
、
族
人
口
の
増
加
に
伴
い
、

新
た
に
土
地
を
買
い
求
め
て
李
氏
か
ら
離
れ
る
。
以
上
の
事
例
に
よ
り
、
同
郷
雑
費
集
団
（
同
郷
村
落
）
か
ら
の
有
力
氏
族
の
離
脱
、
そ
の
結
果
、

離
脱
し
た
氏
族
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
単
寧
集
団
（
同
姓
村
落
）
、
と
い
っ
た
モ
デ
ル
を
仮
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
最
初
に
移
住
民
の
共
同
性
を
形

成
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
言
語
（
方
雷
）
、
習
俗
を
同
じ
く
す
る
同
郷
の
絆
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
移
住
民
の
集
住
形

態
（
同
郷
村
落
）
は
、
内
部
の
構
成
残
族
の
成
長
と
と
も
に
次
第
に
解
体
、
分
散
へ
向
か
う
。
十
分
野
族
人
口
と
資
力
を
有
す
る
ま
で
に
成
長
し

た
氏
族
は
、
同
郷
集
団
か
ら
離
脱
し
て
新
た
に
同
姓
村
落
を
形
成
す
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
同
郷
村
落
か
ら
い
く
つ
か
の
同
族
集
団
が
生
長
、
分
離
し
て
い
っ
た
後
も
、
析
出
地
を
同
じ
く
す
る
同
族
集
団
間
の
つ
な
が
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

容
易
に
消
雪
し
な
い
。
例
え
ば
、
通
婚
関
係
は
同
郷
出
身
氏
族
の
間
に
取
り
結
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
。
嘉
慶
元
年
に
修
さ
れ
た
陳
西
省
『
雛
南
県

志
』
に
は
、

　
乾
隆
二
十
年
以
後
、
始
め
て
外
来
の
流
民
有
り
。
…
…
即
ち
買
地
世
業
の
戸
は
、
婚
姻
は
必
ず
同
郷
を
択
ぶ
。

と
見
え
る
。
ま
た
、
同
郷
出
身
の
移
住
民
は
、
帰
住
地
に
お
い
て
「
会
館
」
を
増
置
し
、
共
同
の
祭
鵜
を
行
っ
た
。
（
同
郷
結
合
の
か
た
ち
に
つ

い
て
は
後
に
更
に
詳
し
く
検
討
し
よ
う
）
。

　
同
郷
村
落
か
ら
同
姓
村
落
へ
の
改
編
は
、
移
住
民
が
自
己
の
所
属
し
得
る
最
も
基
本
的
な
社
会
関
係
を
、
次
第
に
求
心
的
に
凝
縮
さ
せ
て
い
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清代の移住民社会（山田）

く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
最
終
的
に
形
成
さ
れ
た
、
移
住
民
の
帰
属
し
得
る
最
も
基
本
的
な
社
会
関
係
－
一
厳
し
い
自
然
環
境
、

社
会
環
境
（
例
え
ば
土
客
の
争
い
）
か
ら
逃
避
で
き
る
確
固
と
し
た
「
殻
」
と
な
る
も
の
ー
ー
と
は
同
族
結
合
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
同

族
結
合
は
、
三
省
交
界
地
帯
に
お
け
る
移
住
民
社
会
の
到
る
処
に
生
成
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
聯
弾
形
態
を
伴
う
同
族
結
合
の

形
成
は
、
豊
か
な
資
力
を
持
つ
有
力
氏
族
に
お
い
て
先
行
し
た
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
彼
ら
「
成
功
者
」
は
自
生
的
に
誕
生
し
た
同
族
結
合
を
組

織
と
し
て
固
定
せ
し
め
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
「
宗
族
」
が
誕
生
す
る
。

①
　
厳
如
煙
『
三
省
辺
防
備
覧
』
巻
一
四
、
芸
文
下
。

②
　
中
尊
第
｝
歴
史
縮
案
館
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
合
編
『
清
代
地
租
剥

　
醜
形
態
』
下
冊
、
中
輩
霧
局
、
一
九
八
二
、
七
二
二
頁
。

③
同
上
、
上
冊
、
二
八
五
頁
。

④
同
上
、
上
冊
、
三
一
四
頁
。
な
お
、
趙
策
虞
は
乾
隆
三
五
年
分
、
妻
陳
氏
、
父

　
趙
祖
一
と
と
も
に
家
族
三
人
で
移
住
し
て
い
る
。

⑤
　
こ
う
し
た
状
況
は
、
本
文
に
引
い
た
大
足
県
の
外
、
南
充
梨
で
も
記
録
さ
れ
て

　
い
る
。

　
　
会
龍
場
、
在
治
東
北
九
十
里
逢
安
界
上
、
創
自
乾
隆
三
十
六
年
。
共
有
錨
芦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ
　
　
　
り
　
　
　
ゐ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
四
百
余
家
。
…
…
此
場
怯
戸
自
三
州
向
州
遷
来
。
（
民
国
『
南
充
県
志
』
巻

　
　
　
一
、
輿
地
）

⑥
同
郷
出
身
の
宗
族
は
、
先
ず
共
通
の
「
言
語
」
に
よ
っ
て
相
互
に
同
一
性
を
確

認
す
る
だ
ろ
う
。

　
　
琶
喜
多
客
籍
少
土
著
。
当
前
廊
中
葉
時
、
凡
本
籍
与
本
籍
者
、
遇
必
各
述
其

　
原
籍
之
土
語
、
日
打
郷
士
。
一
二
験
真
偽
、
一
覧
表
現
親
切
也
。
父
子
兄
弟

　
　
互
相
伝
習
、
以
為
紀
念
。
（
蝿
国
『
宣
漢
県
志
』
巻
一
五
、
礼
俗
）

確
認
さ
れ
た
同
｝
性
i
彼
ら
の
絆
を
目
に
見
え
る
か
た
ち
と
し
て
現
象
さ
せ
る

社
会
関
係
と
し
て
は
、
取
り
敢
え
ず
会
館
に
お
け
る
「
共
同
祭
祀
」
と
宗
族
間
の

「
通
婚
関
係
」
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
歴
時
既
久
、
習
俗
同
化
、
漸
通
婚
姻
（
其
始
、
各
省
僑
民
、
自
為
婚
姻
、
不

　
雑
他
室
）
。
（
民
国
『
南
渓
梁
志
』
巻
四
、
雷
鳴
）

宗
族
間
の
通
馬
関
係
は
「
同
郷
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
規
制
力
は

民
国
に
入
っ
て
よ
う
や
く
緩
み
始
め
た
ほ
ど
強
固
な
も
の
だ
っ
た
。

第
三
章
　
四
川
省
璽
陽
県
に
お
け
る
移
住
民
社
会
の
展
開

　
前
章
に
て
行
わ
れ
た
作
業
の
目
的
は
、
広
大
な
三
省
交
界
地
帯
の
各
地
か
ら
摘
出
し
た
史
料
に
基
づ
き
、
移
住
民
に
よ
る
地
域
社
会
形
成
の

モ
デ
ル
を
帰
納
し
、
三
省
交
界
地
帯
へ
の
移
住
に
つ
い
て
一
般
的
な
見
通
し
を
提
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
、
三
省
交
界
地
帯
の
一

角
に
位
置
す
る
四
川
省
雲
陽
県
と
い
う
具
体
的
な
「
場
」
に
お
い
て
モ
デ
ル
を
検
証
し
、
併
せ
て
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
前
後
の
移
住
民
社
会
の
実
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像
を
些
か
な
り
と
も
復
元
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
特
に
雲
陽
県
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
は
、
特
定
の
地
域
に
つ
い
て

微
視
的
な
解
析
を
加
え
る
こ
と
が
本
章
の
目
的
と
な
る
故
に
、
比
較
的
史
料
に
恵
ま
れ
た
地
域
を
選
定
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
は

こ
の
県
の
西
北
部
か
ら
「
月
藍
号
」
を
名
の
る
白
蓮
教
徒
の
一
団
が
析
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
十
八
世
紀
以
降
、
移
住
民

社
会
と
し
て
新
た
な
秩
序
再
編
の
途
上
に
置
か
れ
て
い
た
四
川
省
雲
隠
県
の
基
層
社
会
で
は
、
嘉
慶
白
蓮
教
乱
を
醸
成
せ
し
め
る
地
殻
変
動
が

確
実
に
進
行
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

清代の移住民社会（山田）

　
の
雲
陽
県
の
概
況

　
（

　
雲
陽
県
は
、
湖
北
省
と
の
省
境
に
近
く
、
揚
子
江
の
沿
岸
に
位
置
し
、
県
の
領
域
は
揚
子
江
の
北
岸
と
南
岸
に
分
か
た
れ
る
。
比
較
的
標
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ツ
マ
イ
モ

は
低
い
も
の
の
、
や
は
り
山
が
ち
な
地
勢
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
従
っ
て
「
民
食
は
苞
　
穀
を
以
て
常
膳
と
為
し
、
次
は
則
ち
紅
藷

ジ
ャ
ガ
イ
モ
　
①

・
洋
芋
な
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
三
省
交
界
地
帯
の
他
地
域
と
同
じ
く
、
農
耕
地
の
ほ
と
ん
ど
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
得
る
の
み
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
標
高
の
低
い
平
地
－
河
川
の
流
域
に
沿
っ
て
わ
ず
か
に
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
一
で
は
米
作
も
可
能
で
あ
っ

た
。　

稲
田
の
肥
疹
は
心
な
ら
ず
。
大
虚
、
低
田
を
貴
び
高
田
を
賎
し
む
。
…
…
高
田
は
溶
阪
を
侍
み
水
を
蓄
う
。
平
町
な
れ
ば
常
に
給
す
る
も
、
皐
な
れ
ば
則
ち

　
　
つ
づ

　
継
か
ず
。
且
つ
冷
沙
多
く
、
糞
を
需
む
る
こ
と
尤
も
多
し
。
車
田
は
、
低
田
の
価
の
重
き
こ
と
至
愛
な
り
。
…
…
故
に
山
高
け
れ
ば
則
ち
田
少
な
く
但
だ
苞

　
穀
・
洋
芋
を
種
う
の
み
。
（
民
国
『
雲
陽
県
志
』
巻
コ
ニ
、
礼
俗
）

　
低
地
の
田
価
が
山
内
の
土
地
価
格
の
何
倍
に
も
及
ん
だ
こ
と
は
、
米
が
他
の
雑
穀
に
対
し
て
は
る
か
に
高
い
商
品
価
値
を
持
ち
得
た
こ
と
を

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

意
味
す
る
だ
ろ
う
。
事
実
、
清
末
ま
で
に
、
米
は
雲
凝
血
か
ら
搬
出
さ
れ
る
重
要
な
商
品
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。

　
米
糧
を
販
運
す
る
は
、
之
を
斗
載
と
謂
う
。
先
ず
須
ら
く
二
軸
し
、
価
を
待
ち
価
を
視
、
舟
運
を
起
蓋
し
、
上
下
江
に
走
り
で
之
を
笛
る
べ
し
。
（
民
国
『
雲

　
陽
県
志
』
巻
一
三
、
礼
俗
）
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清
澄
中
期
の
湖
広
は
、
嘗
て
「
湖
広
熟
せ
ぱ
天
下
足
る
」
と
称
さ
れ
た
穀
倉
地
帯
と
し
て
の
地
位
を
四
川
平
原
に
譲
り
つ
つ
あ
っ
た
。
湖
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
、
米
穀
供
給
地
と
し
て
の
底
の
浅
さ
を
補
う
べ
く
四
川
か
ら
の
米
穀
搬
入
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
む
る
。
こ
の
情
況
を
前
提
と

し
て
揚
子
江
流
通
ル
ー
ト
は
活
況
を
呈
し
た
し
、
雲
陽
県
か
ら
も
高
価
を
期
待
し
得
る
「
商
品
」
と
し
て
生
産
さ
れ
た
米
穀
が
、
少
量
な
が
ら

不
断
に
搬
出
さ
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
も
、
桐
油
、
塩
な
ど
が
蟻
壁
県
の
特
産
物
と
し
て
、
や
は
り
こ
の
流
通
ル
ー
ト
を
通
し
て
市

場
へ
も
た
ら
さ
れ
た
。
転
業
の
中
心
は
揚
子
江
北
岸
の
雲
安
鎮
に
あ
り
、
後
に
流
入
し
た
移
住
民
も
多
く
製
塩
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
雲
陽
県
の
地
域
経
済
は
、
揚
子
江
に
接
岸
す
る
そ
の
立
地
条
件
ゆ
え
に
、
当
時
の
商
品
流
通
に
大
き
く
依
存

し
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
雲
二
野
の
み
な
ら
ず
、
三
省
交
界
地
帯
全
域
に
共
通
す
る
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
雲
陽
県
を
は
じ
め

と
す
る
四
川
省
東
北
地
方
は
、
揚
子
江
流
通
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
沙
帯
・
武
漢
と
、
一
方
陳
西
省
南
部
は
、
寒
水
流
通
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
嚢
陽
・

武
漢
と
緊
密
に
結
ぼ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
当
時
の
三
省
交
界
地
帯
は
、
一
面
で
は
厳
し
い
自
然
環
境
に
苦
し
め
ら
れ
る
開
発
途
上
の
「
辺
境
」

と
し
て
の
顔
を
持
ち
つ
つ
、
同
時
に
、
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
流
通
経
済
の
要
衝
と
な
っ
て
い
た
。

　
さ
て
、
次
に
雲
陽
県
へ
の
移
住
の
概
況
を
見
て
い
こ
う
。
先
に
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
民
国
『
雲
陽
県
費
』
に
は
詳
細
な
氏
族
表
が
付

さ
れ
て
お
り
、
民
国
期
末
ま
で
続
い
た
有
力
氏
族
に
つ
い
て
は
、
そ
の
現
住
地
、
移
住
年
代
、
原
籍
等
が
判
明
す
る
。
そ
の
中
か
ら
移
住
年
代

の
判
明
し
て
い
る
氏
族
を
摘
出
し
て
分
類
し
て
み
よ
う
。

明
代
及
び
そ
れ
以
前

順
治
年
間

康
照
年
間

雍
正
年
間

乾
隆
年
間

嘉
慶
年
間

三
四
氏

　
七
氏

三
六
氏

＝
一
氏

五
四
氏

一
四
氏
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清代の移住民社会（山田）

　
道
光
年
間
　
　
　
　
　
四
氏

　
雲
陽
県
へ
の
移
住
は
康
煕
以
降
盛
ん
に
な
り
、
や
は
り
乾
隆
期
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
移
住
の
波
は
消
滅
に

向
か
っ
た
ら
し
く
、
道
光
年
間
以
後
に
移
住
し
て
「
有
力
玩
族
」
と
な
っ
た
者
は
皆
無
と
な
る
。
移
住
民
の
析
出
地
は
第
一
章
に
お
い
て
確
認

し
た
よ
う
に
湖
広
を
第
一
と
し
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
帰
住
地
は
、
常
陽
県
の
中
で
も
揚
子
江
北
岸
に
よ
り
多
か
っ
た
と
言
う
。
威
豊
『
雲
陽
県

志
』
に
、

　
邑
は
南
北
両
岸
に
分
か
た
る
。
南
岸
の
晟
は
皆
、
明
の
洪
武
の
蒔
に
、
湖
広
の
麻
城
、
孝
感
由
り
勅
を
奉
じ
て
徒
来
す
る
者
な
り
。
北
岸
の
民
は
則
ち
皆
、

　
康
煕
・
雍
正
の
間
に
外
来
し
、
籍
を
寄
す
る
者
な
り
。
（
巻
二
、
風
俗
）

と
見
え
る
。
県
の
揚
子
江
南
岸
は
、
明
初
以
来
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
対
し
揚
子
江
北
岸
は
、
聖
代
に
新
た
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
開
発
の
対
象
と
な
っ
た
。
南
岸
の
地
勢
は
山
が
ち
だ
が
、
北
岸
は
揚
子
江
へ
流
れ
込
む
比
較
的
大
き
な
二
つ
の
支
流
（
彰
漢
、
湯
漢
）
を

擁
し
、
そ
の
近
傍
に
は
平
野
部
が
続
い
て
い
る
。
夏
陽
の
米
も
こ
の
二
つ
の
支
流
に
沿
う
地
帯
で
生
産
さ
れ
た
。
雲
陽
か
ら
米
を
搬
出
す
る
拠

　
　
　
　
　
　
　
④

点
と
な
っ
た
南
漢
市
も
、
や
は
り
湯
漢
の
ほ
と
り
に
位
置
し
て
い
る
。
彰
漢
、
湯
漢
両
河
川
は
、
そ
の
近
縁
地
域
が
雲
量
の
経
済
的
中
心
と
し

て
発
展
す
る
た
め
に
、
水
利
と
交
通
の
便
と
を
提
供
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
地
域
は
河
川
沿
い
で
あ
る
故
に
、
本
格
的
な
開
発
の
進
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
、
高
度
な
治
水
技
術
を
身
に
つ
け
た
清
代
の
湖
広
出
身
移
住
民
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
清
代
中
期
に
続
々
と
流
入
し
た
移
住
民
は
、
限
ら
れ
た
平
野
部
へ
の
定
着
を
め
ぐ
っ
て
相
互
に
競
合
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

一
方
で
は
土
着
民
と
の
軋
礫
に
も
耐
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
土
留
の
民
は
田
に
券
契
無
し
。
自
ら
、
洪
武
年
間
に
蜀
に
来
た
り
、
草
を
挽
き
て
業
を
為
せ
り
と
言
う
。
…
…
今
、
県
境
の
扶
、
徐
、
向
、
再
、
楊
、
謬
、

　
諸
族
は
皆
、
其
の
子
遣
な
り
。
其
の
始
め
は
、
頗
る
皇
民
に
仇
な
せ
り
。
（
民
国
『
雲
陽
篤
志
』
巻
一
三
、
礼
俗
）

　
他
の
移
住
民
、
或
い
は
土
着
民
と
の
競
合
、
そ
し
て
県
域
の
殆
ど
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
に
し
か
適
さ
ぬ
と
い
う
悪
条
件
の
下
、
移
住
民
は

経
済
的
上
昇
を
画
る
一
方
、
自
己
の
所
属
し
得
る
共
同
性
へ
の
模
索
を
始
め
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
の
取
り
結
ぶ
社
会
関
係
は
次
第
に
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〈雲陽県会館一覧表〉

歯槽除館矧 原註（設立年代，設立者）

城聴

雲安鎮

饗江鎮

鳳鳴鎮

紅鹿郷

南漢郷

長鴻郷

高陽郷

白巌郷

路陽郷

宮
購
宮
宮
宮
館
館
館
館

寿
沙
主
毒
西
北
難

万
長
帝
天
南
陳
湖
岳
衡

宮
館
宮
宮
宮

寿
陵
王
主
天

万
窟
禺
帝
万

宮
宮
宮
宮

主
上
寿
江

帝
天
万
靖

宮
宮
宮

王
寿
主

禺
万
帝

宮
宮

寿
主

万
帝

宮
宮
宮
宮

玉
江
上
寿

禺
靖
蟹
隈

二
宮
宮

二
王
寿

二
瀬
万

宮
宮
宮
二
宮

三
主
二
項
上

禺
二
二
安
天

帝主宮
万寿宮

帝主宮
禺ヨ三宮

…… ｣隆中江西鷲建……

…… J大轟，乾隆中軸総建。

……��P2年黄州欝建。

…… ｯ治末年福建鴛重修。

……
ﾃ慶中｛墾田修。

……�囂C。

…… ﾎ北二二。

…… O府人建修。

…… O府人修。

道光中薙興発等修。

章乞隆53年孫｝祈大轟轟。

乾隆53年劉致祥等建。

同治初修。

乾隆23年腕建。

嘉慶20年建……。

嘉慶25年黄起二等偏建……。

嘉慶中建……。

嘉慶中建……。

在江口場衆人建。

　
の
　
間
郷
結
合
の
か
た
ち
一
会
館
を
め
ぐ
っ
て
．
！

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
移
住
民
は
、
帰
住
地
に
お
い
て
、
各
々
出
身
地
別
に
同
郷
会
館
を
設
立
し
て
い
る
。
各
課
郷
会
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
祭
祀
対
象
を
祀
る

「
廟
」
の
機
能
を
も
兼
ね
て
お
り
、
い
わ
ぼ
同
郷
結
合
の
象
徴
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
三
省
交
界
地
帯
の
県
城
、
大
背
に
は
、
必
ず
と
言
っ

て
よ
い
程
、
同
郷
会
館
が
建
置
さ
れ
て
い
た
之
と
が
地
方
評
言
よ
り
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
多
く
の
地
方
志
は
た
だ
そ
の
存
在
を
伝
え
る
に

止
ま
り
、
設
立
年
代
、
設
立
主
体
、
機
能
に
つ
い
て
の
詳
細
は
明
確
で
は
な
い
。
民
国
『
雲
陽
肝
煎
』
巻
二
一
、
祠
廟
の
項
に
も
、
県
内
各
地

に
存
し
た
会
館
の
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
会
館
の
実
態
を
伝
え
る
稀
有
な
史
料
と
言
え
よ
う
。

凝
縮
し
、
．
あ
る
「
か
た
ち
」
と
し
て
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
ヶ
。
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清代の移住民社会（山国）

｝帝　主　宮1在下唄橋。

黄農副弘安宮

｝皆乾齪斉二宮
万寿宮

沙池郷

宮
宮
宮

三
主
王

万
華
禺

盤石郷

帝主宮
禺王宮

五龍郷

雲酬（繊なし）

道光中戴華万偶修。

在古陵佗。

在石樟甲。

在隊興場。

在興安上甲。

宮
宮
宮
宮
宮

王
主
寿
主
網

羅
帝
万
帝
万

古陵請

口刎（緻なし）

　
民
国
期
に
お
け
る
雲
陽
県
の
行
政
区
画
は
一
七
に
分
割
さ
れ
る
が
、
そ
の
う

ち
九
地
区
に
禺
王
宮
（
湖
広
出
身
移
住
民
の
同
郷
会
館
）
、
　
＝
一
地
区
に
万
寿
宮

（
江
西
出
身
移
住
民
の
同
郷
会
館
）
が
建
置
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
帝
主
宮
（
湖
北
省

黄
州
府
出
身
移
住
民
の
同
郷
会
館
）
に
至
っ
て
は
県
内
一
三
地
区
、
計
一
五
箇
所
に

及
ぶ
。

　
こ
れ
ら
同
郷
会
館
の
機
能
は
、
『
暴
酒
県
志
』
の
史
料
が
、
各
地
に
点
在
し

た
会
館
を
廟
名
に
て
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
祭
祀
を

　
　
　
　
　
　
⑦

以
て
第
一
と
す
る
。
移
住
民
の
析
出
地
と
彼
ら
の
建
置
し
た
廟
の
名
称
、
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

祭
祀
対
象
の
対
応
関
係
を
、
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
湖
北
・
湖
南
一
1
禺
王
宮
i
大
禺

　
　
湖
北
黄
州
府
－
帝
主
宮
一
張
真
人

福江
建西

広
東

四
川
忠
州

　
同
郷
出
身
者
の
会
合
、
或
い
は
　
　
　
（
同
郷
連
合
の
組
織
）
の
事
務
も
会
館
に
て
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
雲
安
鎮
に
所
在
し
た
万
天
宮
、
帝
興
宮

に
つ
い
て
県
志
は
こ
う
記
し
て
い
る
。

　
場
に
万
天
宮
有
り
。
忠
人
の
公
所
為
り
。
帝
主
薬
は
黄
人
の
公
所
為
り
。
祀
神
、
飲
福
、
平
芝
、
帯
務
は
皆
、
是
に
於
て
之
を
行
う
。
（
民
国
『
雲
緑
門
志
』

一
万
簿
宮
一
許
真
人

一
天
上
宮
一
天
上
聖
母

　
（
天
后
宮
）
　
（
天
后
）

一
由
岡
曲
単
嘗
悶
一
六
視

－
万
天
宮
1
（
不
明
）

　
　
　
　
　
　
　
　
「
鷺
」
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巻
一
〇
、
塩
法
）

　
こ
う
し
た
同
郷
会
館
の
活
動
は
、
土
着
民
や
析
出
地
を
異
に
す
る
移
住
民
と
の
競
合
の
中
で
、
必
ず
同
郷
出
身
者
の
団
結
を
強
固
な
ら
し
め

た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
の
は
会
館
が
多
く
城
鎮
に
置
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
会
館
を
建
立
・
維
持

し
、
そ
こ
に
つ
ど
っ
た
の
は
、
城
鎮
に
居
住
す
る
地
主
、
商
人
層
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
会
館
の
建
立
年
代
が
判
明
し
て
い
る
も

の
を
年
代
別
に
分
類
す
る
と
、
乾
干
年
間
－
七
、
嘉
慶
白
田
－
五
、
道
光
年
間
－
二
、
同
治
年
間
一
一
、
光
緒
年
間
i
一
、
と
な

る
。
乾
隆
末
か
ら
嘉
慶
年
間
ま
で
に
は
、
会
館
を
設
立
し
得
る
社
会
的
、
経
済
的
実
力
を
持
つ
移
住
民
地
主
、
商
人
が
臨
書
に
居
住
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
乾
隆
か
ら
や
や
時
代
は
下
る
が
、
道
光
年
間
、
古
陵
浩
鎮
に
禺
王
宮
を
設
立
し
た
戴
華
万
に
つ
い
て
は
、
漸
々
に
列
伝
が
付
さ
れ
て
い
る
。

経
済
的
成
功
を
果
た
し
た
静
心
居
住
移
住
民
の
生
態
を
考
察
す
る
上
に
お
い
て
、
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
の
で
こ
こ
に
引
用
し
て

み
よ
う
。

　
戴
華
万
の
字
は
二
村
な
り
。
父
の
乗
福
は
黄
安
（
湖
北
二
五
州
府
黄
下
県
）
由
り
蜀
に
入
り
、
県
南
の
古
陵
鎮
側
の
水
田
填
に
面
し
、
機
を
以
て
家
を
立
つ
。

　
華
万
は
其
の
長
子
な
り
。
性
は
瑚
毅
に
し
て
材
幹
有
り
。
公
共
の
利
益
を
為
す
事
を
好
み
、
労
怨
を
辞
せ
ず
。
是
よ
り
先
、
場
の
名
は
八
間
舗
な
り
。
皆
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
す
ち
　
　
た
が
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
る
が
わ
る
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
し
だ
い

　
瀕
江
の
細
民
に
し
て
、
江
の
口
輪
を
下
し
て
自
給
す
。
道
光
初
、
華
万
は
始
め
て
約
し
て
市
を
為
し
、
一
・
四
・
七
の
日
を
以
て
相
　
逓
集
に
　
む
く
。
漸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
サ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
へ

　
　
に
百
貨
を
致
し
、
買
区
を
増
介
し
、
日
に
益
ま
す
裏
広
た
り
。
遂
に
県
南
の
劇
鎮
と
為
る
。
又
、
禺
廟
を
豊
門
に
瓶
建
し
、
其
の
庭
廉
を
宏
く
し
、
交
易
の

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど

　
総
甦
と
為
す
。
内
に
申
明
亭
を
建
て
、
朔
望
も
て
法
を
読
む
。
廟
外
に
石
橋
を
造
り
、
龍
泉
・
墨
池
を
溶
し
て
市
人
に
飲
ま
し
め
、
私
銭
を
鞍
め
て
楽
村
義

　
塾
を
立
つ
。
（
罠
国
『
雲
陽
県
志
』
巻
二
三
、
士
女
）

　
古
陵
泥
は
大
江
に
抵
た
る
。
居
民
は
戴
・
江
両
姓
多
し
。
江
に
害
し
て
市
有
り
。
居
民
は
百
余
家
な
り
。
…
…
市
後
に
戴
氏
祠
有
り
。
（
民
国
『
雲
警
手
志
』

　
　
巻
四
、
山
水
）

　
属
族
表
に
よ
れ
ば
戴
勝
が
卵
巣
県
へ
移
住
し
た
の
は
乾
隆
年
間
で
あ
っ
た
。
彼
ら
一
家
は
揚
子
江
沿
い
の
荒
地
で
農
耕
に
携
わ
っ
た
が
、
ま
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清代の移怯民社会（山田）

も
な
く
経
済
的
上
昇
一
具
体
的
に
は
土
地
所
有
と
思
わ
れ
る
一
を
成
し
と
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
戴
勝
万
は
道
光
初
年
に
、
一
・
四
・
七
の

日
を
以
て
定
期
市
の
期
日
と
定
め
、
商
人
を
招
き
古
陵
花
鎮
は
隆
盛
に
向
か
う
。

　
民
国
期
に
お
い
て
総
計
百
家
あ
ま
り
と
言
わ
れ
る
古
陵
泥
鎮
の
人
口
構
成
に
つ
い
て
は
、
戴
・
江
の
両
生
が
多
か
っ
た
と
言
う
。
ま
た
市
後

に
は
、
平
氏
の
宗
祠
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
古
陵
佗
鎮
は
遊
撃
集
団
と
し
て
存
在
し
た
の
で
は
な
く
、
隠
居
形
態
を
伴
う
少
数
の
宗

族
を
基
本
的
成
員
と
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
耳
門
」
に
轟
廟
が
建
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
鎮
を
維
持
し
た
主
要
宗
族
間
の

絆
は
、
析
出
地
の
「
同
郷
」
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
華
氏
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
建
置
、
維
持
さ
れ
た
比
量
宮
一
湖
広
会
館
は
、
地
域
の
経
済
的
中
心
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
。
揚
子
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
上
、
下
流
か
ら
搬
入
す
る
、
或
い
は
古
陵
池
鎮
か
ら
搬
出
さ
れ
る
商
品
の
取
り
引
き
は
、
銀
盤
宮
内
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た

場
合
、
有
力
な
移
住
民
地
主
、
商
人
が
同
郷
組
織
を
利
用
し
つ
つ
流
通
経
路
を
押
え
、
市
場
に
影
響
カ
ー
1
或
い
は
支
配
カ
ー
を
及
ぼ
し
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
雪
曇
県
に
搬
入
さ
れ
る
商
品
で
あ
る
ω
綿
布
、
㈲
タ
バ
コ
、
及
び
睡
夢
県
か
ら
搬
出
さ
れ
る
0
9
塩
に
つ
い
て
、
同
郷
組
織
と
の
関
わ
り
を
見

て
お
こ
う
。

　
④
綿
布

　
鑑
識
、
小
布
及
び
染
色
布
は
二
布
と
日
う
。
皆
、
沙
市
自
り
来
る
。
黄
州
・
白
洋
・
紫
雲
閣
・
祖
師
殿
の
諸
王
有
り
。
…
…
向
き
に
楚
人
の
専
諸
等
申
す
る

　
有
り
。

　
嘉
道
中
、
此
の
県
の
商
務
嘗
て
大
い
に
蕃
盛
な
り
。
父
老
は
、
西
関
外
の
老
街
は
皆
、
賢
区
に
し
て
、
笹
蟹
の
人
多
し
と
言
う
。
故
に
城
の
内
外
は
、
両
湖

　
会
館
多
く
、
並
び
に
〔
湖
南
省
〕
岳
常
濃
衡
永
保
諸
府
の
分
館
有
り
。
其
の
業
は
、
則
ち
棉
布
多
き
為
り
と
云
う
。
（
以
上
、
民
国
『
雲
陽
寸
志
』
巻
一
三
、

　
礼
俗
）

　
昏
⇒
タ
バ
コ
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姻
草
を
業
と
す
る
者
、
多
く
閲
人
（
福
建
人
）
な
り
。
頼
・
盧
諸
姓
は
皆
、
清
中
葉
に
来
た
り
。
其
の
業
を
以
て
県
中
に
名
あ
り
。
（
民
国
『
雲
量
県
志
』

　
巻
一
三
、
礼
俗
）

　
盧
氏
は
燗
・
糖
両
店
を
兼
営
し
、
大
い
に
蓄
う
る
所
有
り
。
…
…
諸
県
の
燗
・
糖
罷
業
は
、
皆
、
郷
人
の
交
易
有
り
。
声
気
呼
応
し
て
利
率
は
自
ら
倍
な
り
。

　
　
（
民
国
『
雲
陽
県
志
』
…
巷
二
六
、
士
女
）

　
嘉
慶
か
ら
道
光
頃
、
雲
陽
県
で
販
売
さ
れ
た
綿
布
は
、
も
っ
ぱ
ら
湖
広
商
人
に
よ
っ
て
沙
市
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
言
う
。
そ
の
品
目
に
は

謡
言
・
白
洋
・
紫
雲
閣
・
祖
師
殿
等
を
数
え
る
。
「
黄
州
」
と
は
、
お
そ
ら
く
湖
北
黄
州
府
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ま
た
「
紫
雲
閣
」
と
は
、
長
沙
を
中
心
に
面
積
で
尊
崇
さ
れ
た
水
神
、
楊
四
将
軍
を
祭
る
廟
の
名
称
に
は
他
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
も
湖
広
商
人

と
綿
布
の
結
び
つ
き
を
暗
示
す
る
。

　
一
方
、
タ
バ
コ
は
福
建
商
人
、
そ
れ
も
清
代
中
葉
に
移
住
し
た
頼
氏
・
盧
氏
が
一
手
に
扱
っ
て
い
る
。
県
志
琉
族
表
に
よ
る
と
、
康
煕
年
間

に
福
建
汀
州
府
上
杭
県
か
ら
移
住
し
た
頼
氏
の
一
族
が
県
城
内
に
居
住
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
頼
属
が
タ
バ
コ
を
扱
っ
た
福
建
商
人
で
あ

ろ
う
。
盧
氏
は
道
光
年
間
に
初
め
て
雲
陽
へ
移
住
し
た
が
、
そ
の
原
籍
は
頼
氏
と
同
じ
く
福
建
汀
州
府
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
県
城
内
の
「
天
上

宮
」
－
即
ち
福
建
会
館
i
を
維
持
し
た
こ
と
、
そ
の
経
済
的
基
盤
は
、
福
建
寮
に
よ
る
姻
・
糖
の
独
占
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま

い
。
「

　
㊨
塩

　
重
安
廠
に
て
塩
を
煮
る
老
は
皆
、
黄
州
（
湖
北
省
黄
州
府
）
の
人
な
り
。
惟
だ
陶
・
郭
二
心
の
み
多
為
り
。
故
に
陶
二
千
、
郭
八
百
の
謡
有
り
。
（
威
豊
『
雲

　
陽
県
志
』
巻
二
、
風
俗
）

　
雲
安
鎮
の
特
産
物
で
あ
る
塩
に
つ
い
て
は
、
湖
北
黄
州
府
か
ら
移
住
し
た
陶
氏
、
郭
氏
が
、
威
豊
年
間
ま
で
に
完
全
に
掌
握
し
て
い
る
。
県

志
民
族
表
に
よ
れ
ば
、
陶
氏
が
雲
陽
県
へ
移
住
し
た
の
は
二
二
年
間
で
あ
っ
た
。
一
方
、
郭
氏
に
つ
い
て
は
移
住
年
代
の
記
載
は
な
い
。
雲
安

鎮
に
存
在
し
た
「
帝
主
宮
」
1
即
ち
黄
州
会
館
1
の
建
立
主
体
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
牛
脂
」
を
取
り
行
っ
た
の
は
、
製
塩
の
利
益
を
享
受
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し
得
た
陶
・
郭
二
氏
に
他
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
会
館
の
検
討
を
通
し
て
、
城
鎮
に
居
住
し
た
移
住
民
地
主
一
編
ら
の
獲
得
し
た
商
業
利
潤
も
、
結
局
は
土
地
獲
得
の
志
向
を
満
た

す
た
め
に
費
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
一
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
経
済
的
中
心
地
に
宗
族
を
形
成
し
て
集
住
し
、

同
郷
結
合
の
象
微
で
あ
る
会
館
を
建
立
、
維
持
し
た
。
三
省
交
界
地
帯
各
地
に
お
い
て
も
、
中
国
史
上
一
般
的
な
現
象
と
し
て
存
在
し
た
同
郷

組
織
（
蟹
）
に
よ
る
特
定
商
品
の
独
占
は
、
移
住
民
社
会
の
展
開
と
と
も
に
急
速
に
形
成
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
結
局
は
流
通
の
結
節
点
た
る

重
鎮
－
或
い
は
場
市
i
に
居
住
し
た
有
力
宗
族
の
み
が
、
彼
ら
の
間
に
取
り
結
ん
だ
同
郷
組
織
を
利
用
し
、
あ
る
特
定
の
産
業
、
乃
至
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

品
を
独
占
的
に
扱
う
こ
と
に
成
功
し
た
。
会
館
が
盛
ん
に
建
置
さ
れ
る
の
は
、
乾
隆
末
か
ら
嘉
慶
年
間
に
か
け
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
こ
の
頃

一
即
ち
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
前
夜
1
ま
で
に
、
上
記
の
如
き
移
住
民
地
主
が
登
場
し
始
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

清代の移住民社会（山田）

　
、
り
　
同
族
結
合
の
か
た
ち
…
占
示
祠
と
私
塞
一

　
（

　
三
省
交
界
地
帯
で
は
、
乾
隆
移
住
盛
行
期
の
後
を
受
け
、
到
る
と
こ
ろ
聚
居
形
態
を
伴
う
同
族
結
合
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
岡
族

結
合
は
、
雲
華
県
の
移
住
民
地
主
の
場
合
、
如
何
に
維
持
さ
れ
、
更
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
機
殿
そ
の
他
を
素
材
と
し
て
、
い

く
つ
か
の
移
住
宗
族
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。
ま
た
、
別
に
喧
嘩
県
地
図
を
付
し
、
族
居
地
の
判
明
す
る
宗
族
に
つ
い
て
は
、
そ
の
居
住

地
を
示
し
た
。

　
ω
隻
江
鎮
、
徐
氏
の
場
合

徐
開
盛
。
字
は
懐
安
、
湖
北
蒲
折
県
の
人
な
り
。
乾
隆
二
年
、
年
十
七
に
し
て
、
父
の
功
亮
に
随
い
蜀
に
入
る
。
雲
華
に
て
北
郷
老
骨
坪
に
度
期
し
、
既
に

　
　
あ
き
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ば
な

し
て
貿
を
成
し
た
り
。
賀
足
ら
ず
し
て
父
に
随
い
蒲
折
に
返
り
、
之
を
措
せ
り
、
未
だ
幾
ば
く
も
な
く
し
て
父
卒
し
た
り
。
魔
漏
す
る
こ
と
三
年
、
服
記

せ
ら
る
れ
ば
、
妻
子
を
蝿
え
て
雲
影
に
叢
り
、
居
を
老
龍
坪
に
定
む
。
荊
を
諄
き
、
棘
を
斬
り
、
良
田
数
十
頃
を
嘆
く
。
…
…
子
は
三
、
慰
龍
、
懸
虎
、
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ

麟
。
孫
は
徳
明
。
徳
明
、
字
は
面
罵
。
盤
、
純
篤
に
し
て
、
父
の
想
耀
を
佐
け
、
家
政
を
理
む
。
…
…
商
農
並
棄
し
、
歳
入
は
益
ま
す
饒
に
し
て
、
遂
に
県
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北
の
大
戸
と
為
る
。
…
…
多
金
を
掲
し
、
宗
祠
を
建
て
族
譜
を
修
む
。
（
民
国
『
艶
陽
県
志
』
巻
二
五
、
士
女
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぞ
く
　
　
　
　
　
　
せ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
馬
糧
農
協
の
始
遷
祖
と
さ
れ
る
人
物
は
、
湖
北
蒲
析
県
西
煮
凝
出
身
の
徐
功
亮
で
あ
る
。
彼
は
、
「
食
指
繁
く
、
地
盤
く
、
歳
穫
は
以
て
事

け
い
　
に
ぎ
わ

蓄
を
騰
す
に
足
ら
ざ
る
」
（
『
雲
陽
無
論
族
譜
』
巻
一
九
、
功
亮
公
許
）
に
よ
り
、
乾
隆
二
年
に
子
の
帯
桟
を
連
れ
て
雲
陽
県
へ
移
っ
た
。
し
か

し
成
功
を
収
め
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
一
旦
海
瀬
県
へ
と
帰
る
。
筋
隈
が
故
郷
で
没
し
た
後
、
開
盛
は
再
び
妻
子
を
連
れ
て
雲
陽
県
へ
と
入
り
、

老
龍
坪
に
て
開
墾
に
従
事
し
た
。
更
に
開
盛
の
孫
、
徳
明
は
、
「
農
商
並
用
」
に
よ
り
、
徐
氏
を
雲
脚
県
の
「
大
戸
」
へ
と
押
し
上
げ
、
宗
祠

の
建
置
、
族
譜
の
編
纂
を
行
っ
た
。

　
一
方
、
民
国
一
九
年
の
序
を
持
つ
『
滅
尽
豊
艶
族
譜
』
に
よ
る
と
、
功
亮
・
遣
捨
父
子
が
雲
陽
県
に
入
る
以
前
か
ら
、
蒲
折
県
向
家
門
出
身

の
除
開
縦
な
る
人
物
が
、
雲
陽
県
小
江
鎮
に
て
、
商
業
活
動
を
営
ん
で
い
た
。
『
雲
腸
徐
氏
族
譜
』
の
記
載
を
信
じ
る
な
ら
ぼ
、
徐
功
亮
と
徐

開
密
は
族
父
子
に
あ
た
る
。
族
譜
に
よ
っ
て
そ
れ
を
図
示
し
て
お
こ
う
。

　
一
除
功
亮
一
開
盛
　
　
懸
龍
一
徳
明

　
翻

（
西
公
塘
居
住
）

1
想
虎

－
想
麟
－
徳
純

　
　
　
　
　
　
1
開
常
i
懸
政
－
徳
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
（
向
家
湾
居
住
）

　
徐
功
亮
、
開
盛
父
子
と
吉
開
齋
が
、
何
時
、
何
処
で
出
会
っ
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
諸
氏
の
発
展

に
と
り
重
大
な
圃
期
と
な
っ
た
事
業
に
お
い
て
し
ぼ
し
ぼ
協
力
を
行
い
、
新
た
な
同
族
結
合
の
凝
集
を
志
向
し
た
。
徐
氏
が
帰
住
地
で
行
っ
た

第
一
の
大
事
業
は
、
戦
乱
の
際
に
宗
族
が
立
て
籠
る
た
め
の
要
塞
購
書
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
乾
隆
季
年
、
吾
が
始
遷
祖
た
る
懐
安
詳
は
、
鰐
革
従
り
之
を
購
得
す
。
未
だ
幾
ば
く
も
な
く
し
て
、
嘉
慶
教
導
の
乱
に
丁
た
り
、
族
人
は
相
集
り
て
保
つ
な

　
り
。
（
『
雲
陽
泳
氏
族
譜
』
巻
一
八
、
「
修
磐
石
城
後
砦
門
記
」
）
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清代の移住昆社会（山田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ

　
徐
氏
は
其
の
地
（
磐
石
城
）
を
購
得
し
、
富
者
は
多
く
塞
を
環
り
て
田
無
を
営
む
。
世
坐
る
れ
ば
則
ち
族
を
搾
め
て
塞
に
登
り
、
自
ら
保
つ
な
り
。
（
民
国

　
　
『
雲
陽
県
志
』
巻
二
三
、
族
姓
）

　
お
そ
ら
く
雲
陽
徐
氏
は
、
遅
く
と
も
乾
隆
末
に
鼻
塞
を
購
置
す
る
ま
で
に
は
族
的
結
合
を
形
成
し
、
そ
の
後
次
第
に
塞
の
周
辺
に
葉
影
し
て

い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
も
な
く
勃
発
し
た
嘉
慶
自
蓮
教
反
乱
の
際
に
は
、
徐
氏
一
族
は
皆
、
塞
に
籠
り
、
白
蓮
教
軍
に
対
抗
し
た
の
で
あ
っ

た
。　

次
い
で
道
光
年
間
、
彼
ら
は
塞
の
内
部
に
宗
祠
を
創
建
し
た
。
同
治
五
年
、
開
蜜
の
孫
、
徳
仁
は
、
当
時
編
纂
さ
れ
た
族
譜
の
序
に
こ
う
記

し
て
い
る
。

　
道
光
十
五
年
、
亮
公
の
孫
、
徳
明
・
徳
丁
丁
、
先
年
置
く
所
の
磐
石
城
に
在
り
て
羅
宇
を
創
隠
せ
り
。
…
…
因
り
て
修
祠
の
費
用
、
銭
一
百
六
十
八
串
を
助

　
く
。
（
『
雲
陽
涼
氏
族
譜
』
巻
一
、
「
雲
陽
涼
氏
旧
譜
序
し
）

　
音
盤
の
場
合
、
析
出
地
に
お
い
て
は
各
地
に
散
居
し
て
い
た
族
人
－
徐
功
亮
、
合
盛
父
子
は
蒲
折
県
西
公
塘
に
、
徐
開
密
は
蒲
析
影
向
家

　
　
　
　
　
　
　
⑫

湾
に
居
住
し
て
い
た
一
が
、
帰
住
地
に
お
い
て
相
互
に
同
族
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
、
宗
族
結
合
を
固
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら

は
「
農
商
並
用
」
に
よ
っ
て
経
済
的
基
盤
を
確
立
し
た
後
、
山
塞
を
購
無
し
、
道
光
年
間
に
は
そ
の
山
贔
に
同
族
結
合
の
象
徴
た
る
悪
日
を
建

　
　
⑬

立
し
た
。

　
㈲
鳳
鳴
鎮
、
彰
氏
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
わ
え

　
彰
宗
義
、
字
は
会
明
、
別
号
は
義
歯
な
り
。
父
の
自
圭
は
、
乾
隆
中
に
湖
北
大
冶
由
り
来
た
り
、
県
南
の
泥
漢
甲
に
居
す
。
傭
作
も
て
居
乏
し
、
漸
く
農
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
う
し
ょ
う
　
　
と
り
ひ
き

　
を
治
む
。
田
を
購
い
、
穀
は
百
余
石
に
至
る
。
宗
義
は
魁
偉
に
し
て
通
敏
、
尤
も
全
心
に
懸
　
遷
・
化
居
を
計
り
、
時
に
応
じ
て
敏
散
す
。
身
の
産
を
増
す

　
　
こ
と
四
千
余
石
に
及
ぶ
。
遂
に
宗
祠
を
懸
り
・
族
を
収
め
祭
島
嘉
す
。
外
に
石
城
を
為
し
・
中
に
鶴
郁
九
級
を
堅
く
。
　
（
民
国
『
雲
脚
県
志
』
巻
二
六
・
士

　
女
）

　
彰
宗
義
の
父
、
自
圭
は
、
乾
隆
年
間
に
湖
北
大
治
県
か
ら
雲
陽
県
へ
移
住
し
た
。
移
住
当
初
は
耕
す
べ
き
土
地
と
て
な
く
、
「
翠
霞
」
と
し
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て
働
く
日
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
農
耕
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
傍
ら
商
業
活
動
を
営
む
に
及
び
、
彰
氏
は
土
地
所
有
を
実
現
し
て
隆
盛
へ
と

向
か
う
。
子
の
彰
宗
義
は
更
に
土
地
を
集
積
し
、
所
有
地
か
ら
の
上
が
り
り
は
四
千
石
以
上
に
も
達
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
彼
は
お
そ
ら
く
道

光
年
間
頃
ま
で
に
は
彰
氏
一
族
の
た
め
に
宗
祠
を
建
齢
し
、
牛
津
を
備
え
た
。
民
国
編
県
志
、
山
水
の
項
に
彰
氏
の
山
塞
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　
東
の
兀
亘
た
る
高
峯
は
平
頭
山
と
日
う
。
…
…
其
の
上
は
平
ら
か
に
し
て
、
田
は
五
、
六
十
畝
あ
り
。
而
し
て
四
壁
は
詣
り
た
る
如
し
。
大
寺
彰
氏
、
醸
金

　
し
て
隙
を
補
い
城
と
為
し
、
避
兵
の
備
え
を
為
す
。
…
…
右
下
は
厚
漕
江
な
り
。
拗
下
場
に
至
り
て
新
嘗
河
に
入
る
。
溝
の
左
は
彰
氏
の
老
屋
為
り
。
彰
義

　
　
　
　
　
　
　
み
わ
た
す
か
ぎ
り

　
荘
の
祠
有
り
。
弥
　
望
の
田
駆
は
皆
、
彰
氏
の
産
な
り
。
（
巻
三
）

　
彰
氏
が
河
畔
に
存
す
る
「
弥
望
」
の
水
田
地
帯
を
占
有
し
た
こ
と
、
そ
の
背
後
に
険
し
い
山
塞
を
備
え
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
㊥
鳳
鳴
鎮
、
騨
氏
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
こ
う

　
解
光
秀
。
其
の
先
は
湖
北
大
冶
県
の
人
な
り
。
初
め
出
歯
に
徒
り
、
乾
熱
初
に
乃
め
て
県
南
の
土
門
甲
に
遷
る
。
耕
墾
を
以
て
家
を
起
こ
し
、
日
に
裕
な
り
。

　
　
彰
氏
と
同
里
に
し
て
、
一
は
山
陰
に
難
し
、
一
は
山
陽
に
屠
す
。
彰
も
亦
た
大
冶
の
人
な
り
。
両
姓
の
子
孫
繁
正
し
、
世
よ
婚
姻
を
為
せ
り
。
…
…
募
っ
て

　
　
紫
雲
閣
を
修
し
、
里
人
の
饗
会
の
地
と
為
す
。
費
す
所
は
数
千
繕
な
り
。
（
民
国
『
綿
密
県
志
』
巻
二
五
、
士
女
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ
モ

　
　
醇
公
光
秀
は
邑
の
人
な
り
。
…
…
族
衆
は
無
慮
蒼
数
十
家
な
り
。
（
威
豊
『
雲
陽
県
志
』
巻
一
一
、
芸
文
）

　
薩
氏
は
湖
北
省
大
治
県
か
ら
四
川
省
開
県
へ
移
住
し
、
次
い
で
乾
隆
初
年
に
雲
陽
春
へ
移
っ
た
。
雲
雨
県
に
お
け
る
帰
住
地
は
、
先
に
取
り

上
げ
た
大
治
県
出
身
の
彰
氏
と
「
同
里
」
で
あ
り
、
彰
氏
と
薩
氏
は
代
々
通
婚
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
ま
た
、
宗
族
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
威

豊
年
間
に
お
け
る
醇
氏
の
総
戸
数
百
数
十
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
の
史
料
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
解
光
秀
が
「
里
人
の
七
会
」
の
た
め
に
一
つ
ま
り
地
縁
結
合
の
象
徴
と
し
て
一
「
紫
雲
閣
」
な
る

施
設
を
建
置
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
紫
雲
閣
、
或
い
は
紫
雲
宮
に
つ
い
て
は
、
三
省
交
界
地
帯
の
地
方
壷
中
に
し
ぼ
し
ぼ
そ
の
名
が
記
録
さ

れ
る
。
こ
れ
は
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
湖
広
平
原
に
お
い
て
信
仰
さ
れ
た
水
神
、
楊
四
将
軍
を
祀
る
廟
の
名
称
で
あ
っ
た
。
民
国
『
雲
陽
県

志
』
は
、
紫
雲
宮
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。
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清代の移焦晟社会（山田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
な
い

　
紫
雲
宮
（
原
註
、
六
塵
将
軍
を
記
る
。
蓋
し
水
神
な
り
。
船
謂
及
び
上
下
江
に
質
す
る
者
、
之
を
奉
ず
）
。
（
巻
一
二
、
越
畑
）

　
本
来
湖
広
の
水
神
で
あ
り
、
後
に
は
揚
子
江
流
通
ル
ー
ト
に
お
い
て
商
い
す
る
者
に
尊
崇
さ
れ
た
楊
四
将
軍
の
廟
が
、
「
里
人
」
の
祭
祀
の

た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
里
人
」
の
相
当
部
分
が
、
揚
子
江
を
上
下
し
つ
つ
商
い
し
た
で
あ
ろ
う
湖
広
出
身
の

「
移
住
民
」
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
既
に
我
々
は
、
湖
広
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
綿
布
の
中
に
「
紫
雲
閣
」
と
称
さ
れ
る
も
の
が
存
在

し
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
即
ち
、
紫
雲
閣
な
る
祀
廟
の
存
在
は
、
こ
こ
に
「
里
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
生
活
空
聞
が
、
お
そ
ら
く
湖
広
か
ら

析
出
さ
れ
た
移
住
民
の
集
積
を
契
機
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
こ
の
紫
雲
閣
を
中
心
と
す
る
地
域
社
会
は
、
当
初
同
郷
集
団
（
同

郷
村
落
）
と
し
て
形
成
さ
れ
、
ま
も
な
く
誕
生
し
た
彰
・
蘇
と
い
っ
た
有
力
氏
族
は
同
族
天
命
へ
移
行
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
醇
茂
も
徐
氏
、
彰
氏
と
同
様
、
族
居
地
の
中
心
に
揚
足
を
設
け
て
い
る
が
、
そ
の
建
置
年
代
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。

　
溝
の
右
は
新
仏
寺
と
日
う
。
大
姓
蘇
氏
は
之
に
世
解
す
。
黒
氏
祠
有
り
。
（
民
国
『
雲
譲
県
評
』
幕
営
、
山
水
）

　
㊥
隻
江
鎮
、
劉
馬
の
場
合

　
民
国
編
県
志
、
山
水
の
項
は
、
家
族
聚
居
の
地
と
、
私
塞
、
宗
祠
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
い
く
つ
か
興
味
深
い
記
事
を
残
し
て
い
る
。
例
え

ば
隻
江
鎮
の
大
族
、
劉
氏
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
劉
氏
聚
族
の
地
為
り
。
因
り
て
号
し
て
劉
家
業
と
日
う
。
稲
田
は
百
畝
に
余
り
、
山
水
は
環
屯
し
て
木
古
訓
の
最
填
た
り
。
右
の
山
嶺
に
庭
藤
の
石
築
有
り
。

　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
中
に
劉
氏
祠
を
為
る
。
（
罠
国
『
雲
陽
娯
志
』
巻
三
、
山
水
）

　
富
江
鎮
に
居
住
す
る
有
力
氏
族
で
劉
姓
を
名
の
る
者
は
、
前
志
氏
族
表
に
拠
る
限
り
、
康
終
年
問
に
湖
北
麻
城
県
か
ら
移
住
し
た
一
氏
の
み

で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
が
木
古
甲
、
劉
家
填
の
劉
氏
で
あ
ろ
う
。

　
墨
壷
は
百
畝
余
り
の
水
田
を
擁
す
る
「
填
」
1
1
川
沿
い
の
平
地
に
集
住
し
て
い
た
。
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
背
後
に
私
塞
を
建
置

し
、
徐
氏
と
同
じ
く
山
贔
に
存
す
る
塞
の
内
部
に
宗
祠
を
設
け
た
。

　
以
上
、
徐
、
彰
、
醇
、
亀
鑑
ら
、
四
氏
の
移
住
茂
族
に
つ
い
て
、
移
住
時
（
康
煕
－
乾
隆
）
か
ら
道
光
頃
ま
で
の
軌
跡
を
概
観
し
た
。
こ
こ
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か
ら
、
移
住
氏
族
の
上
昇
過
程
を
特
徴
づ
け
る
諸
点
を
摘
繊
し
、
あ
る
共
通
の
類
型
と
し
て
帰
納
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
ω
、
彼
ら
は
当
初
「
同
郷
」
の
絆
に
よ
っ
て
定
着
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
数
世
代
を
経
た
後
の
子
孫
の
増
大
、
或
い
は
、
帰
住
地
に
て

「
同
族
」
と
確
認
し
た
集
団
と
の
合
流
（
例
え
ば
徐
氏
の
場
合
）
が
も
た
ら
す
族
人
口
の
拡
大
と
と
も
に
同
族
聚
居
形
態
へ
と
移
行
す
る
。

　
②
、
こ
う
し
た
居
住
形
態
の
変
化
は
、
経
済
的
上
昇
過
程
一
具
体
的
に
は
稲
作
水
田
地
帯
に
お
け
る
土
地
集
積
に
他
な
ら
ぬ
一
1
に
随
伴

し
て
進
め
ら
れ
た
。
土
地
獲
得
資
金
は
移
住
民
の
並
行
し
た
商
業
活
動
に
由
来
し
た
で
あ
ろ
う
。
移
住
民
に
よ
る
大
土
地
所
有
、
即
ち
移
住
民

地
主
の
生
成
は
、
遅
く
と
も
乾
隆
末
ま
で
に
開
始
さ
れ
、
上
記
四
氏
の
他
に
も
、
郎
、
畷
、
李
、
謝
、
朱
、
湛
氏
等
の
移
住
民
地
主
が
出
現
し

た
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
次
に
表
を
掲
げ
る
。
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族
居
地
一
姓
冨
集
生
原

籍

備

考

隻
江
鎮

長
鴻
郷

南
漢
郷

路
二
郷

郁
　
氏

蕨
　
氏

李
　
氏

謝
　
氏

朱
　
氏

湛
　
氏

康
熈

乾
隆

康
堅

調
隆

康
　
煕

乾
隆

湖
南
省
湘
郷
県

湖
南
省
湘
郷
県

湖
南
省
郡
陽
県

湖
南
省
桃
源
県

湖
南
省
永
州
府

湖
北
省
麻
城
県

涼
氏
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

「
県
北
の
大
悪
」
と
称
さ
れ
、
涼
馬
と
鳳
雛
関
係
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
畏
商
を
兼
訂
し
、
漸
に
田
鰻
を
買
い
、
富
人
と
為
る
」
。

「
塩
渠
護
り
路
陽
に
至
る
延
全
数
十
里
の
沃
壌
」
を
全
て
所
有
、

　
　
　
　
　
　
⑯

白
蓮
教
軍
と
戦
っ
た
。

始
豊
田
の
謝
大
成
は
、

　
　
　
嚢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

「
数
千
石
に
盗
る
」
田
を
買
い
入
れ
、
白
蓮
教
軍
と
戦
っ
た
。

「
釜
山
墾
田
し
、
農
を
以
て
家
を
興
す
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

「
府
学
増
生
」
朱
元
復
は
団
練
を
組
織
し
て
白
蓮
数
軍
と
戦
っ
た
。

江
口
鎮
に
居
住
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

「
一
里
の
望
洋
と
為
り
」
白
蓮
教
箪
・
と
戦
っ
た
。

　
こ
こ
に
挙
げ
た
移
住
民
地
主
は
、
い
ず
れ
も
康
煕
か
ら
乾
隆
年
間
に
か
け
て
、
雲
陽
県
の
揚
子
江
北
岸
に
移
住
し
て
い
る
。
し
か
も
、
彼
ら

の
族
居
地
は
、
野
宿
・
漫
漫
両
河
川
に
沿
う
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
長
講
理
詰
氏
は
、
湯
漢
河
川
沿
い
に
延
々
と
連
な
る



清代の移住民社会（山田）

塩
渠
か
ら
路
陽
ま
で
の
「
沃
壌
」
を
所
有
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
南
漢
郷
（
雲
陽
県
の
米
穀
搬
出
の
私
心
で
あ
っ
た
南
漢
訳
一
帯
）
謝
氏
は
、
護
照
初

年
に
移
住
し
、
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
勃
発
ま
で
に
千
石
以
上
の
「
田
」
を
獲
得
し
て
い
る
。
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
前
夜
、
四
顧
県
の
平
原
地
帯
は
、

県
南
・
県
北
と
も
移
住
民
地
主
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
全
面
的
に
開
発
、
兼
併
さ
れ
て
い
た
。

　
⑧
、
移
住
民
族
は
経
済
的
基
盤
を
固
め
た
後
、
宗
祠
の
質
置
、
或
い
は
そ
れ
に
付
随
す
る
祭
田
の
設
置
、
族
譜
の
編
纂
等
に
着
手
し
て
い
る
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
徐
、
彰
、
解
、
劉
氏
の
他
に
も
宗
祠
の
建
置
は
い
く
つ
か
の
移
住
茂
族
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
雲
安
鎮
に
て
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

塩
に
従
事
し
た
郭
氏
の
場
合
、
乾
隆
年
間
に
移
住
し
た
郭
在
鳳
が
既
に
宗
祠
を
建
熱
し
て
い
た
。
そ
れ
よ
り
時
代
は
下
が
る
が
、
雲
安
鎮
陶
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
嘉
慶
年
間
の
人
、
粛
啓
溝
が
江
蘇
を
建
造
し
、
更
に
威
豊
年
聞
に
長
鴻
郷
李
氏
、
同
治
初
年
に
蜀
江
潮
懸
氏
も
宗
祠
を
建
造
す
る
。
以
上

の
事
例
に
よ
り
、
移
住
氏
族
は
そ
の
経
済
的
条
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
、
同
族
結
舎
の
象
徴
た
る
縁
懸
を
寄
算
し
、
族
的
結
合
を
強
化
す
る
方

向
性
を
志
向
し
た
と
言
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
帰
住
地
の
厳
し
い
自
然
、
社
会
条
件
の
中
か
ら
自
生
し
た
同
族
結
合
を
、
制
度
と
し
て
固
定

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

せ
し
め
、
宗
族
組
織
へ
と
改
編
し
て
い
く
努
力
が
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
宗
族
」
の
理
念
が
現
実
の
組
織
と
し
て
具
現
さ
れ
て
い
く
こ
の
過

程
に
お
い
て
、
「
宗
嗣
」
は
完
結
し
た
円
環
一
宗
族
組
織
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
一
点
と
し
て
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
。
夙
に
牧
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

巽
は
、
「
宗
祠
を
建
立
す
る
こ
と
が
、
中
国
の
宗
族
生
活
の
一
つ
の
理
想
で
あ
り
、
一
つ
の
完
成
を
示
す
」
と
論
じ
、
移
住
民
族
の
場
合
は
「
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

地
に
宗
祠
を
有
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
翠
黛
を
完
成
し
た
か
否
か
」
を
区
別
す
る
観
念
が
存
在
し
た
と
指
摘
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
宗
祠
の

建
置
は
、
氏
族
の
移
住
が
完
結
し
た
こ
と
、
及
び
帰
住
地
に
お
け
る
ス
テ
イ
タ
ス
の
確
立
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
宗
祠
の
建
置

と
維
持
は
、
相
当
の
資
産
を
持
す
る
大
姓
に
の
み
可
能
な
事
業
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ぬ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
業
念
舜
、
字
は
献
智
。
父
の
尊
号
は
邑
城
（
湖
北
省
）
由
り
県
南
の
馬
嶺
へ
選
る
。
…
…
家
、
僅
か
に
中
鷺
な
る
も
独
り
宗
祠
を
建
つ
。
亦
た
、
人
の
難
き

　
所
な
り
。
（
民
国
『
雲
陽
県
志
』
巻
二
五
、
士
女
）

　
㈲
、
こ
の
地
方
に
は
、
明
末
農
民
戦
争
以
来
の
山
塞
が
各
処
に
残
さ
れ
て
い
た
が
、
有
力
な
宗
族
は
、
族
居
地
－
一
般
に
「
唄
」
と
呼
ば

れ
る
水
田
地
帯
1
の
背
後
に
山
塞
を
確
保
し
た
。
宗
族
に
よ
っ
て
私
有
さ
れ
る
山
塞
の
数
は
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
以
後
に
爆
発
的
に
増
大
し
た
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と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
既
に
そ
れ
以
前
か
ら
私
黒
桟
置
の
動
き
も
認
め
ら
れ
た
。
（
涼
氏
の
場
合
）
。
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
時
に
施
行
さ
れ
た
所
謂

「
堅
壁
清
野
」
（
住
民
と
そ
の
財
産
を
山
築
へ
避
難
さ
せ
、
白
蓮
激
軍
の
補
給
路
を
断
つ
策
）
は
、
こ
う
し
た
地
域
社
会
の
動
向
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
山
塞
の
内
部
に
宗
祠
を
言
置
す
る
ケ
ー
ス
も
確
認
さ
れ
た
。
山
塞
は
民
国
に
入
っ
て
そ
の
使
命
を
終
え
る
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

単
に
兵
乱
か
ら
宗
族
の
安
寧
を
保
障
し
た
の
み
な
ら
ず
、
宗
族
理
念
を
象
徴
す
る
「
礼
教
」
の
砦
と
し
て
屹
立
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
①
　
民
国
『
雲
陽
県
志
』
（
以
下
、
畏
國
志
と
略
称
）
巻
｝
三
、
礼
俗
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癖
人
自
他
省
遷
居
者
、
各
有
其
会
館
之
祭
祀
。

　
②
こ
の
点
は
三
省
交
界
地
帯
の
他
地
域
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
と
あ
る
。
ま
た
、
光
緒
『
広
安
州
新
志
』
巻
三
四
、
風
俗
の
項
に
は
、
各
会
館
の

　
　
　
　
マ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ね
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
コ
　
　
ヨ
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
う
　
　
り
　
　
ゐ
　
　
サ
　
　
ヨ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
コ
　
　
コ
　
　
む

　
　
　
　
穀
米
販
輪
出
境
、
幾
偏
巴
蜀
。
富
人
坐
擁
倉
箱
、
称
雄
郷
里
。
往
往
有
積
年
　
　
　
　
　
祭
祀
期
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
日
に
は
、
姦
会
館
に
て
「
鳶
職
演
劇
」
が
あ

　
　
　
　
陳
穀
、
因
循
滞
饗
。
　
一
遇
歓
歳
則
倍
利
炭
。
（
光
緒
『
広
安
州
新
志
』
巻
一
　
　
　
　
　
つ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
三
、
貨
殖
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
⑧
　
何
廼
禄
、
呂
作
墜
両
氏
の
著
作
を
参
考
に
し
つ
つ
、
民
国
『
自
県
志
』
巻
九
、

　
　
　
　
有
力
者
於
稲
未
薄
鼠
、
乗
窮
民
空
乏
、
賎
国
難
瀧
、
名
日
買
青
。
臆
測
五
月
　
　
　
　
　
民
国
『
合
岩
塚
志
』
巻
四
、
乾
蝕
『
重
安
府
志
』
巻
一
七
、
嘉
慶
『
漢
陰
庁
志
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
へ

　
　
　
　
羅
新
穀
之
計
。
…
…
此
皆
郡
城
富
商
大
賢
所
営
。
謀
上
下
裏
奨
、
暴
利
数
倍
。
　
　
　
　
巻
三
、
等
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
。

　
　
　
　
（
嘉
慶
『
安
康
県
志
』
巻
一
〇
、
建
置
）
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
会
館
で
取
り
引
き
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
他
地
域
で
も
認
め
ら
れ
る
。

　
⑧
　
安
部
健
夫
『
清
代
史
の
研
究
』
創
文
社
、
｝
九
七
一
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輸
慮
清
道
威
時
、
以
州
県
大
宗
。
故
江
西
麻
田
万
寿
宮
麻
市
、
今
猶
可
孜
。

　
④
厩
国
志
、
巻
三
、
山
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
民
國
『
宜
漢
県
志
』
巻
一
五
、
礼
俗
）

　
　
　
　
南
渓
市
（
益
城
五
十
里
）
。
市
民
三
百
母
家
。
貿
以
米
塩
為
大
宗
、
県
東
北
　
　
　
　
　
　
　
禺
王
宮
（
康
煕
五
十
年
建
。
…
…
今
季
南
路
米
市
）
。
（
民
国
『
達
県
志
』
巻

　
　
　
　
大
聚
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
礼
俗
）

　
　
ま
た
、
畏
國
志
、
巻
＝
二
、
礼
電
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩
黄
芝
尚
『
中
國
的
水
神
』
（
国
立
北
京
大
学
・
中
国
民
俗
学
会
『
民
俗
叢
欝
』
）
、

　
　
　
　
米
以
南
渓
産
為
最
上
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
四
、
参
照
。

　
⑤
前
掲
、
安
野
論
文
二
〇
六
頁
に
引
用
さ
れ
た
厳
如
実
『
三
省
辺
防
備
覧
』
巻
九
、
　

⑭
四
川
・
湖
北
の
会
館
建
立
動
向
に
関
し
て
は
、
子
柄
様
前
掲
密
に
詳
し
い
。
映

　
民
食
の
記
事
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

⑥
　
三
省
交
界
地
帯
に
お
け
る
会
館
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
何
嫡
榛

　
『
中
豊
会
館
史
論
』
学
生
書
局
、
一
九
六
六
、
及
び
呂
作
製
「
試
論
明
清
時
期
会

　
館
的
性
質
与
作
用
」
（
南
京
大
学
歴
史
系
開
清
史
研
究
室
編
『
中
国
資
本
主
義
萌

　
芽
問
題
論
文
三
野
一
九
八
三
）
等
が
存
す
る
。

⑦
民
国
『
農
繁
志
』
論
理
、
礼
俗
に

西
に
託
し
て
は
、
漢
陰
庁
、
石
泉
県
の
例
を
挙
げ
る
。

G
り
、
漢
陰
庁
（
嘉
慶
『
品
等
庁
志
』
巻
三
、
建
置
に
よ
る
）
。

　
　
山
野
ム
獄
館
－
乾
隆
一
二
二
年
子
、
湖
南
ム
蓋
蟷
－
乾
隆
…
四
六
年
建
、

　
　
館
－
乾
隆
三
八
年
建
、
湖
北
会
館
－
乾
隆
五
三
年
建
。

㈲
、
石
泉
県
（
乾
隆
『
興
安
府
志
』
巻
一
七
、
祠
祀
に
よ
る
）
。

　
　
江
酉
会
館
－
乾
隆
四
入
年
建
、
孫
引
会
館
－
乾
隆
四
三
年
建
。

江
西
会
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清覧の移住民社会（山田）

＠
　
『
雲
陽
派
氏
族
譜
』
巻
一
、
無
地
紀
。

　
　
　
蒲
素
潜
公
器
族
望
亮
、
向
町
湾
族
開
蜜
、
湖
二
線
上
僑
於
塑
州
翠
雲
陽
。
宏

　
　
　
亮
開
欝
於
序
族
父
子
、
而
同
出
於
一
鵬
。

⑬
　
そ
の
他
、
塞
の
内
都
に
宗
祠
を
備
え
た
例
と
し
て
、
康
燕
年
間
に
湖
北
か
ら
移

　
住
し
た
南
扇
郷
古
画
、
同
じ
く
康
煕
年
間
に
四
川
省
奉
節
県
か
ら
移
住
し
た
隻
江

　
鎮
漁
氏
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ω
郷
氏

　
　
　
郡
氏
湖
北
某
県
人
、
康
煕
中
遷
桑
坪
甲
。
（
民
以
上
、
巻
二
三
、
族
姓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
桑
坪
唄
有
由
巾
、
　
｛
中
中
市
厩
六
十
墨
家
。
　
⊥
巾
酉
右
N
太
平
脚
茶
、
即
席
氏
岡
。
（
斑

　
　
　
國
志
、
巻
三
、
由
水
）

　
㈲
温
疵

　
　
　
木
古
唄
有
田
三
四
百
畝
、
族
海
霧
氏
要
塞
七
八
。
（
罠
國
志
、
巻
三
、
出
水
）

　
　
　
人
和
纂
（
在
三
台
山
。
温
氏
同
附
近
衆
豆
本
建
）
。
（
民
生
志
、
野
口
、
賊
塞
）

　
　
　
厳
島
胴
（
在
三
台
画
）
。
（
斑
国
志
、
巻
二
三
、
卓
説
）

⑭
民
国
志
、
巻
二
三
、
族
姓
に

　
　
　
県
西
大
姓
、
南
称
彰
蘇
、
北
則
部
泳
。
其
先
皆
楚
人
、
県
南
且
芭
余
年
。
世

　
　
　
富
厚
環
畝
相
接
、
互
為
姻
婚
。
其
事
居
積
若
天
性
。

　
と
見
え
る
。
民
国
期
に
は
、
獄
門
は
讐
菰
鎮
に
お
い
て
、
同
心
築
・
得
勝
纂
・
郁

　
家
察
・
華
魁
簗
・
天
地
観
築
・
易
家
寒
…
の
六
諭
渠
を
所
有
し
て
い
た
。
（
畏
爾
志
、

　
巻
六
、
距
塞
に
よ
る
）
。

⑮
斑
國
志
、
巻
二
七
、
士
女
。

⑯

　
畷
希
賢
、
字
岡
士
、
原
籍
湖
南
湘
郷
人
。
上
覧
中
祖
宗
顔
始
徒
逢
州
、
父
聖

　
明
転
徒
川
東
、
母
野
北
費
石
甲
遂
定
居
。
兼
職
農
商
、
漸
買
田
宅
、
為
富

　
人
。

民
国
志
、
巻
二
五
、
士
女
。

　
李
茂
亮
、
字
有
邦
、
其
先
湖
南
郡
陽
県
人
。
康
照
四
十
四
年
、
徒
県
北
之
黄

村
。
…
…
治
産
業
、
質
荒
地
、
招
佃
墾
、
殖
積
数
十
年
、
自
蔵
渠
至
路
陽
延

　
　
　
蓑
数
十
塁
沃
壌
相
属
、
遂
為
県
北
著
族
。
子
自
武
。

　
　
　
山
武
、
宇
純
血
。
…
…
嘉
慶
三
年
、
団
匪
王
粟
糠
等
拠
県
北
安
楽
坪
為
乱
、

　
　
　
防
禦
得
力
、
官
民
頼
之
。

⑰
民
国
志
、
巻
二
七
、
士
女
。

　
　
　
謝
大
成
、
字
玉
振
。
祖
文
生
、
父
帝
倫
、
乾
隆
六
年
、
由
湖
南
挑
源
県
来
、

　
　
　
居
孫
家
上
甲
。
…
…
歴
久
愈
阜
、
買
田
至
潅
千
石
。
…
…
嘉
慶
二
年
、
弟
大

　
　
　
有
被
匪
脅
携
蒔
、
大
成
避
難
百
丈
崖
、
聞
変
葱
不
顧
身
、
率
衆
往
救
。

⑬
民
国
志
、
巻
二
七
、
士
女
。

　
　
　
朱
元
復
、
路
陽
甲
人
。
曾
祖
万
俸
、
康
煕
中
由
永
州
夜
泊
止
新
聞
、
旋
遷
此

　
　
　
居
。
歴
祖
父
両
枇
、
買
由
墾
田
、
以
農
興
家
。
二
元
復
始
読
誹
、
入
学
為
府

　
　
　
学
増
生
。
嘉
慶
中
王
三
擁
鋸
安
楽
坪
…
…
元
復
聯
里
中
郡
甘
両
族
、
率
子
弟

　
　
　
鼎
呂
、
擁
険
守
衛
、
並
各
輪
千
金
助
軍
。

⑲
民
国
志
、
巻
二
八
、
士
女
、
湛
子
良
。

　
　
　
清
世
有
応
益
者
、
由
湖
北
麻
城
南
蜀
、
居
所
北
江
口
鎮
。
四
世
至
慨
升
、
以

　
　
　
勤
倹
興
家
…
…
為
一
里
望
族
。

　
ま
た
民
国
志
、
巻
二
五
、
士
女
。

　
　
　
湛
疲
升
、
路
陽
人
、
…
…
王
三
二
之
乱
、
居
罠
転
從
流
離
。
幕
下
於
河
洲
街

　
　
　
築
暦
棲
、
又
於
九
龍
彼
建
青
雲
築
、
郷
郷
頼
以
安
堵
。

⑳
　
民
国
志
、
巻
二
三
、
族
姓
に
よ
る
と
、
畏
圏
期
の
県
内
に
計
一
六
〇
の
宗
岡
が

　
存
在
し
た
と
記
録
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
徐
氏
祠
、
野
壷
祠
、
彰
氏
嗣
、
小
氏
澗

　
を
含
む
三
二
の
宗
祠
に
、
族
産
、
祭
田
が
付
設
さ
れ
て
い
た
。

⑳
　
民
国
翻
心
、
巻
二
山
ハ
、
士
女
。

　
　
　
郭
在
鳳
…
…
乾
華
中
口
糧
安
揚
、
業
塩
井
致
富
。

　
ま
た
、
民
国
志
、
巻
ニ
ゴ
　
、
族
姓
。

　
　
　
郭
民
祠
（
郭
在
鳳
瓶
修
）
。

⑫
　
民
酒
煮
、
巻
二
五
、
士
女
。

　
　
　
陶
百
工
、
字
紋
章
。
…
…
陶
亜
族
自
乾
嘉
聞
入
蜀
、
繁
術
至
数
千
口
。
啓
漬
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⑭⑭⑳

　
椙
千
金
、
修
祠
纂
譜
、
置
戸
長
族
長
房
長
、
以
統
撒
之
。

民
国
志
、
巻
二
五
、
士
女
。

　
〔
李
〕
鴻
齢
、
宇
立
初
。
…
…
成
豊
間
…
…
楽
譜
建
祠
。

民
国
志
、
巻
二
三
、
族
姓
。

　
締
氏
祠
（
同
治
年
間
那
信
義
建
置
）
。

牧
野
巽
『
近
世
中
国
宗
族
研
究
』
（
牧
野
巽
著
作
集
、
第
三
巻
）
、
御
茶
の
水
書

　
房
、
一
九
八
○
、
二
〇
三
頁
。

⑳
同
上
書
、
二
｝
○
頁
。

⑱
『
雲
陽
泳
氏
族
譜
』
巻
＝
、
煎
種
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
マ
　
　
　
ヤ
　
　
　
あ
　
　
　
リ
　
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
族
中
子
弟
、
不
得
為
僧
道
、
並
学
習
各
種
邪
教
違
者
、
入
祠
懲
処
、
並
勒
令

　
　
改
正
。

86　（890）

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
た
の
は
、
第
一
に
、
清
代
中
期
に
お
け
る
大
規
模
な
移
住
民
流
入
の
結
果
、
混
沌
と
し
た
三
省

交
界
地
帯
各
地
の
地
域
社
会
は
如
何
な
る
社
会
統
合
へ
向
け
て
収
徹
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
志
向
性
の
所
在
を
間
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
第

二
に
、
混
沌
（
移
住
）
か
ら
秩
序
（
定
住
者
の
社
会
体
制
）
へ
と
凝
結
し
て
い
く
過
程
の
中
で
生
じ
る
矛
盾
ー
ー
即
ち
、
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
を
用
意
し

た
社
会
条
件
1
…
の
実
相
を
見
極
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
前
者
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
見
通
し
を
提
出
し
得
る
。
移
住
民
の
定
住
は
当
初
同
郷
集
団
（
「
同
郷
村
落
」
）
へ
の
参
入
と
い
う
形
を
と
る
が
、

構
成
単
位
で
あ
る
個
々
の
「
家
」
が
「
族
」
へ
と
膨
張
す
る
に
至
り
、
次
第
に
解
体
、
分
散
し
、
同
族
聚
居
形
態
へ
移
行
す
る
。
こ
う
し
た
聚

居
形
態
を
伴
う
強
固
な
同
族
結
合
の
生
成
は
、
移
住
民
が
自
己
の
帰
属
し
得
る
最
も
基
本
的
な
社
会
関
係
を
精
錬
し
て
い
く
過
程
に
他
な
ら
ず
、

三
省
交
界
地
帯
の
到
る
処
に
お
い
て
顕
在
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
も
な
く
一
号
年
末
頃
ま
で
に
は
一
こ
の
中
か
ら
有
力
な
移
住
民
地
主
が
誕

生
す
る
。
彼
ら
は
、
移
住
地
に
お
け
る
厳
し
い
自
然
・
社
会
環
境
の
中
か
ら
自
生
的
に
結
ば
れ
た
同
族
結
合
を
、
中
国
史
上
つ
ね
に
理
想
と
さ

れ
た
規
範
的
組
織
i
即
ち
「
宗
族
」
へ
と
改
編
す
る
努
力
を
行
っ
た
。
清
代
中
期
以
降
、
盛
ん
に
建
直
さ
れ
た
宗
祠
・
私
塞
は
、
彼
ら
移
住

民
地
主
が
意
識
的
に
選
択
し
た
方
向
性
を
跡
づ
け
る
指
標
と
な
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
移
住
民
地
主
の
誕
生
は
、
三
省
交
界
地
帯
の
地
域
社
会
に
お
い
て
如
何
な
る
矛
盾
を
生
じ
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次



清代の移住民社会（山田）

に
移
住
民
地
主
の
経
済
活
動
を
申
心
に
概
括
し
て
お
こ
う
。

　
移
住
民
地
主
は
河
川
沿
い
平
原
地
帯
に
お
い
て
、
或
い
は
荒
地
を
開
墾
し
、
或
い
は
既
に
開
か
れ
た
土
地
を
買
い
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大

土
地
所
有
を
実
現
し
て
い
く
。
そ
の
場
合
、
土
地
獲
得
資
金
は
、
彼
ら
の
並
行
し
た
商
業
活
動
に
由
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て

も
彼
ら
の
土
地
集
積
は
余
り
に
も
急
激
に
進
行
し
て
い
る
。
例
え
ば
彰
琉
の
場
合
、
始
遷
客
の
彰
自
圭
は
傭
工
か
ら
身
を
起
こ
し
「
百
盤
石
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
い
ち
も
ん

の
田
を
購
得
、
更
に
子
の
彰
宗
義
は
「
四
千
余
石
」
も
の
田
を
所
有
す
る
。
他
に
も
康
煕
か
ら
工
高
に
か
け
て
「
駅
手
」
に
て
移
住
し
、
乾
隆

末
頃
ま
で
に
大
土
地
所
有
に
至
っ
た
移
住
民
地
主
の
例
は
多
い
が
、
そ
の
驚
異
的
な
成
功
を
我
々
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ

ら
く
彼
ら
は
そ
の
商
業
活
動
に
お
い
て
、
同
郷
結
合
を
テ
コ
と
し
た
特
定
商
品
の
独
占
を
行
い
、
高
い
利
潤
を
獲
得
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　

河
川
沿
い
平
原
部
で
は
、
移
住
民
地
主
の
開
発
、
定
住
と
と
も
に
、
彼
ら
を
核
と
す
る
新
た
な
経
済
的
社
会
的
中
心
（
場
．
鎮
）
が
形
成
さ
れ

る
。
彼
ら
は
、
水
運
の
要
衝
と
な
る
場
・
鎮
l
I
即
ち
、
収
徹
さ
れ
た
地
域
経
済
が
外
部
へ
と
接
続
し
て
い
く
結
節
点
に
位
置
し
、
各
々
「
同

郷
」
出
身
の
客
商
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
場
・
鎮
へ
太
い
「
束
」
と
な
っ
て
収
敏
さ
れ
る
地
域
経
済
は
、
彼
ら

移
住
民
地
主
の
手
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
外
部
の
回
路
と
接
続
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
同
郷
組
織
に
よ
る
特
定
商
品

の
独
占
は
、
結
果
的
に
見
れ
ば
河
川
沿
い
平
原
部
に
居
住
す
る
有
力
宗
族
の
独
占
へ
と
帰
結
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
三
省
交
界
地
帯
の
開
発
が
、
平
野
部
・
山
間
部
を
問
わ
ず
飽
和
状
態
に
近
づ
く
の
は
、
膨
隆
末
か
ら
嘉
慶
初
年
で
あ
っ
た
こ
と
を

想
起
し
よ
う
。
こ
の
時
期
、
既
に
大
規
摸
な
耕
地
拡
大
は
期
待
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
有
力
氏
族
に
よ
る
特
定
商
品
の
寡
占
体

制
、
平
野
部
に
お
け
る
土
地
集
積
は
進
め
ら
れ
て
い
く
。
従
っ
て
移
住
民
地
主
誕
生
の
陰
に
は
、
必
ず
土
地
を
売
却
せ
ざ
る
を
得
な
い
－
乃

至
、
山
間
部
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
地
帯
）
か
ら
平
野
部
（
米
作
地
帯
）
へ
と
上
昇
す
る
道
を
途
絶
さ
れ
た
1
同
族
集
団
を
、
或
い
は
有
力
民
族
の
押
え

た
流
通
経
路
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
く
同
族
集
団
を
析
出
し
た
は
ず
で
あ
る
。
山
間
部
と
平
野
部
の
社
会
的
経
済
的
較
差
1
そ
れ
は
、
当
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

三
省
交
界
地
帯
が
、
既
に
流
通
経
済
に
組
み
込
ま
れ
た
移
住
民
社
会
で
あ
っ
た
故
に
、
よ
り
尖
鋭
な
形
で
現
象
し
た
で
あ
ろ
う
。
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へ

　
こ
う
し
た
「
同
族
集
団
」
問
に
お
け
る
分
極
化
の
結
果
と
し
て
、
二
つ
の
方
向
性
が
展
望
さ
れ
よ
う
。
一
つ
は
、
宗
祠
、
私
塞
を
備
え
た
宗

も
　
　
も
　
　
へ

族
組
織
へ
と
向
か
う
同
族
集
団
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
経
済
的
基
盤
（
土
地
、
商
業
ル
ー
ト
）
を
浸
蝕
さ
れ
、
族
的
結
合
自
体
が
危
機
に
さ
ら
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
て
い
く
同
族
集
団
で
あ
る
。
現
実
的
基
盤
の
象
亀
性
故
に
彼
ら
は
宗
繭
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
彼
ら
の
同
族
結
合
は
族
人
個
々

の
生
存
を
保
障
す
る
確
固
た
る
「
殻
偏
で
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
に
お
け
る
対
抗
関
係
は
、
宗
族
組
織
（
「
礼
教
砿
）
を
構
築
し

て
い
く
同
族
集
団
と
、
存
立
の
基
盤
自
体
を
走
り
崩
さ
れ
、
白
蓮
教
（
「
邪
教
」
）
へ
と
組
織
さ
れ
て
い
く
同
族
集
団
と
の
間
に
存
在
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
さ
て
、
第
三
章
で
そ
の
生
態
を
明
ら
か
に
し
た
移
住
民
地
主
の
多
く
は
、
紳
士
身
分
の
獲
得
へ
向
か
い
、
清
末
に
は
「
紳
糧
」
と
称
さ
れ
る

四
川
独
特
の
「
郷
紳
」
層
へ
と
変
貌
し
て
い
く
。
彼
ら
は
相
互
に
緊
密
な
結
び
つ
き
を
持
ち
、
民
国
期
に
至
る
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
県
政
に

大
き
な
影
響
力
を
持
ち
続
け
た
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
事
例
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ
　
し
き
つ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ

　
故
事
に
、
毎
歳
秋
初
、
県
令
は
縫
を
璋
ね
、
城
郷
の
紳
糧
（
原
註
、
俗
に
紐
帯
を
襲
う
者
を
謂
い
て
紳
士
と
為
す
。
田
租
有
る
者
は
糧
戸
と
日
う
。
統
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
た
い

　
て
紳
縄
と
称
す
。
）
を
束
速
し
、
官
舎
に
至
ら
し
め
税
率
銀
価
を
平
議
す
る
あ
り
。
之
を
議
糧
と
謂
う
。
（
民
国
『
雲
母
県
志
』
巻
樽
、
財
産
）

　
因
み
に
、
我
々
に
多
大
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
た
民
国
『
雲
山
県
志
』
の
主
任
編
纂
者
は
、
介
在
鳳
（
湖
北
省
黄
平
県
か
ら
移
住
、
雲
安
鎮
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
製
塩
業
に
従
事
）
か
ら
四
代
目
の
子
孫
、
郭
文
珍
（
賢
婦
二
八
年
挙
人
）
で
あ
っ
た
。
一
方
、
県
志
序
文
は
絵
民
の
子
孫
、
徐
聖
書
（
光
緒
二
九
年
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

人
）
が
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
他
、
鳳
鳴
鎮
彰
氏
（
湖
南
省
湘
郷
県
か
ら
移
住
）
の
子
孫
、
網
羅
譲
・
讐
江
鎮
畷
氏
の
子
孫
、
鑛
仕
巣
も
、
そ
れ
ぞ
れ

監
修
・
繕
校
員
と
し
て
県
志
纂
修
職
員
の
申
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
移
住
民
社
会
は
同
郷
結
合
、
同
族
結
合
を
結
節
点
と
す
る
地
域
社
会
へ
向
け
て
次
第
に
統
合
さ
れ
て
い
く
が
、
以
上
の
諸
社
会
関
係
を
基
盤

と
し
て
移
住
民
地
主
の
経
済
的
上
昇
、
支
配
階
層
へ
の
転
化
が
果
た
さ
れ
た
。
移
住
民
流
入
が
開
始
さ
れ
た
清
幽
か
ら
清
末
に
か
け
て
の
長
い

射
程
で
見
れ
ば
、
嘉
慶
白
蓮
教
反
乱
は
、
混
沌
と
し
た
移
住
民
社
会
が
、
次
第
に
冷
え
て
凝
固
し
、
「
紳
糧
」
を
基
軸
と
す
る
社
会
体
制
と
し

て
完
成
さ
れ
て
い
く
蒔
に
生
じ
る
歪
み
、
亀
裂
に
淵
源
す
る
激
震
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
尚
、
本
稿
で
は
、
乾
隆
末
期
の
諸
矛
盾
が
押
し
寄
せ
る
山
内
に
お
い
て
白
蓮
教
反
乱
集
団
を
形
成
し
て
い
く
同
族
集
団
の
具
体
的
動
向
、
及
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清代の移住民社会（山田）

び
、
所
謂

き
た
い
。

「
善
心
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
基
軸
と
し
て
維
持
さ
れ
た
社
会
体
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

①
　
本
稿
と
同
じ
く
三
省
交
界
地
帯
を
対
象
と
し
て
、
明
末
に
お
け
る
移
住
と
宗
教

　
反
乱
の
問
題
を
扱
っ
た
も
の
に
、
大
沢
顕
浩
「
明
宋
宗
教
的
反
乱
の
一
考
察
」

　
（
『
東
洋
史
研
究
』
四
四
…
一
、
一
九
八
五
）
が
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
明
末
の

　
「
災
害
や
差
役
の
過
重
」
に
よ
り
析
出
さ
れ
た
移
住
民
の
多
く
は
、
発
展
し
つ
つ

　
あ
っ
た
銀
畷
押
堀
に
畷
徒
と
し
て
従
孫
し
た
。
一
方
、
宗
教
結
社
は
、
彼
ら
碩
徒

　
集
団
と
の
連
携
を
贈
っ
た
と
さ
れ
る
。
環
末
と
清
代
中
期
と
で
は
、
各
々
の
歴
史

　
段
階
に
規
定
さ
れ
、
移
住
の
形
態
・
移
面
罵
社
会
内
部
の
矛
盾
は
異
っ
た
姿
を
見

　
せ
る
。
清
代
の
移
住
と
移
住
属
社
会
に
お
け
る
矛
盾
の
生
成
は
、
明
末
に
比
し
一

　
層
大
規
模
に
展
開
し
た
流
通
経
済
の
存
在
を
前
提
と
し
た
の
で
あ
る
。

②
　
「
紳
糧
」
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
文
次
「
清
宋
四
川
の
大
佃
戸
」
（
『
近
代
中
国

　
農
村
社
会
史
研
究
』
大
安
、
一
九
六
七
）
参
照
。

③
民
国
志
、
巻
三
、
士
女
。

　
　
　
郭
文
珍
…
…
塩
場
奢
電
工
鳳
曾
孫
。

④
　
民
圏
志
、
巻
四
三
、
文
録
下
、
郭
文
珍
「
彰
母
郭
孫
人
墓
表
」
に
よ
る
。
な
お
、

　
郭
文
珍
の
妹
は
彰
宜
譲
に
嫁
し
て
い
た
。

⑥
民
国
志
、
巻
四
三
、
文
録
下
、
徐
鳳
書
「
蕨
琢
章
先
生
墓
志
銘
」
に
よ
る
。
な

今
後
の
課
題
と
し
て
確
認
し
て
お

　
お
、
顧
仕
巣
の
父
、
蕨
玉
絹
は
、
涼
鳳
書
の
「
読
書
」
の
師
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
へ

⑥
引
用
省
隠
州
の
反
乱
軍
に
つ
い
て
は
「
其
彩
党
尽
係
同
族
親
機
」
（
『
清
中
期
五

　
省
白
蓮
教
起
義
資
料
』
一
、
三
〇
七
頁
）
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
巴
州
教
軍
は
、

　
筍
民
、
及
び
筍
茂
と
通
婚
関
係
に
あ
っ
た
羅
琉
を
中
核
と
し
て
構
成
さ
れ
た
。
四

　
川
省
通
江
県
の
数
軍
は
再
氏
を
、
湖
北
省
長
陽
県
の
教
軍
は
輩
氏
、
及
び
通
婚
関

　
係
に
あ
っ
た
諏
琉
を
主
た
る
構
成
員
と
す
る
。
反
乱
の
鎮
圧
鋳
た
る
移
住
民
地
主

　
と
岡
様
、
白
蓮
教
軍
も
同
族
集
団
を
基
盤
と
し
て
生
成
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い

　
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

⑦
四
川
の
郷
紳
が
結
集
し
た
、
地
域
支
配
の
拠
点
と
も
言
う
べ
き
清
末
の
「
局

　
所
」
（
公
募
）
に
つ
い
て
は
、
小
野
信
爾
「
四
川
東
郷
裳
案
始
末
」
（
『
花
園
大
学

　
研
究
紀
要
』
四
、
　
一
九
七
三
）
、
西
川
正
夫
「
幸
亥
革
命
期
に
お
け
る
郷
紳
の
動

　
向
」
（
『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
・
史
学
編
』
二
一
、
一
九
七
五
）
、
新
村
容
子
「
清

　
宋
四
川
省
に
お
け
る
局
士
の
歴
史
的
性
格
」
（
『
東
洋
学
報
』
六
四
i
三
・
四
、
一

　
九
年
三
）
等
の
研
究
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
生
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The　lmmigrant　SbCietieS　uAder　the　Qing　’ptre　Dyna’s’　t’y

　　　　　　　An　lntroductory　Study　of　the　Bailianv’iao

　　　　　　　白蓮教Sect　Rebellion　in　the　fiaqing嘉慶Period

by

Masaru　Yamada

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cemposed　of　some　asso－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　reorganized　by．kinship：

By　the　end　of　the　Oianlung駆血period　some　large　landowners　became’

powerfu1　and　monopolized　the　channels　of　economic　circulation．　in　the’

plain．　And　they　tried　to　organiz．e．the’family　relations　into　the　Zongztt

宗族system．　On　the　other　hand，　the　mountaineers　under　pressure　came

to　crisi＄　of　IQsing　their　own　family　relations．　’1’hese　conditions　prepa－

red　for　the　large　social　change　in　the　first　year　of　the　Jiaqing　period．

　　Frem，　the　end　of　the　17th．century　．　to　the　end　of　the　18th　century，

t．here　were　many　people　exuded　aS　immigrants　frQm　some　advanced

provinces，　with　Hukuαng湖広as．　their　center，　to　the　boundary　region

among　Sichuan四川，　Habei湖北，　and　Shanxi陳西．　In　this　reglon　the

Bailian－jk’ao　sect　rebellion　broke　out　and　it　is　genera11y　considered　that

this　rebel　army　was　composed　of　the　immigrants．　ln　this　paper，　the

author　tries　to　make　clear　the　process　of　organizing　the　immigrant

societie．s　and　the　social　prob1ems．causing　the　rebellion．

　　The’immigrant　societies　which　were　at　first

ciations　from　the　same　province，　came　to　be

The　Settlement　of　the　Southern　Ukraine　and

　　　　　　　　　the　Zaporozhian　New　Sich一

by

Hit’oshi　Nakamura

　　The　subject　of　the　present　article　iS　tke　colonization’of’the　Southem

Ukraine　・during　the　Zaporozhian　New　Sich　period．　The　eighteenth－cen－

turY　Southern　Ukraine　was　cornposed’　of　two　parts．　One　is　northern

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（965）




